
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2024年度 

文学部専任教員紹介 

 

オフィス・アワーについて 

■専任教員については、各教員の指定時間・場所にて実施します。 

■兼任教員については、授業の前後に実施します。また、学習支援システム内の各科

目「授業内掲示板」を活用してください。※シラバスや学習支援システムの「お知らせ」欄

に連絡先等掲載がある場合があります。 



 

 

文学部には哲学科、日本文学科、英文学科、史学科、地理学科、心理学科を置きます。 

学部長、学科主任、名誉教授、専任教員は次のとおりです。 

 

 

文学部専任教員一覧：https://www.hosei.ac.jp/bungaku/kyoin/ 

次のページより教員の紹介やオフィス・アワーをご覧いただけます。 

文 学 部 の 組 織 

文学部長 小倉 淳一 

教授会主任 

教授会副主任 

荒井 弘和 

小島 尚人 

哲学科主任 

日本文学科主任 

英文学科主任 

史学科主任 

地理学科主任 

心理学科主任 

内藤 淳 

遠藤 星希 

川﨑 貴子 

大澤 広晃 

佐々木 達 

竹島 康博 

名 誉 教 授 

 

安岡 昭男 

黒川 欣映 

伊藤 玄三 

羽田 陽子 

西野 春雄 

勝又 浩 

竹内 章 

冨田 公博 

堀江 拓充 

山名 弘史 

 

佐藤 典人 

牧野 英二 

星野 勉 

結城 英雄 

中村 純 

安孫子 信 

笠原  賢介 

吉村 浩一 

後藤 篤子 

中俣 均 

 

文学部の組織と専任教員 

https://www.hosei.ac.jp/bungaku/kyoin/
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 教授 

博士（数学） 

主な科目 論理学概論、哲学演習（８）、言語と論理３（集
合論）、数学特講、論理学研究Ｉ 

現在の専門分野 数理論理学（証明論） 

趣味 のらくろ 

学生へのメッセージ 書いて考えましょう。試行錯誤が大事です。 

オフィス・アワー 曜日と時間：火曜昼休み12:25～12:55 

場所:：火曜2限に担当する授業の教室（4月決定） 

備考：上記の曜日・時間は事前予約不要です。
それ以外の曜日・時間での調整は、電子メール 
norakuro@hosei.ac.jpへ連絡ください。 

所属学会・団体 日本数学会、Association for Symbolic Logic 

略歴（学歴を含む） 東京工業大学理学部、筑波大学大学院数学研究科を終え、本学（第一教

養部のち文学部）に勤務 

業績（著書・論文等） Gentzen’s unpublished normalization theorem and its successors 『数理解析研

究所講究録』No.2083（2018）pp146-149 

学外での活動  

 

 

 

 

 

 

 

内山
うちやま

 真莉子
ま り こ

 専任講師 

博士（哲学） 

主な科目 哲学演習（１０）・徳と倫理・中世哲学研究Ⅰ－
１・２ 

現在の専門分野 西洋中世哲学（特にトマス・アクィナス） 
 

趣味 読書 
 

学生へのメッセージ 古典に触れつつ、「今・ここにいるわたし」が営
む思索を一緒に楽しめると嬉しいです。 
 

オフィス・アワー 金曜3限、BT22階2207研究室。いつも必ず在室し
ているわけではないので、事前にメールにて予
約の連絡するようにお願いします。 
メールアドレス（m.uchiyama@hosei.ac.jp） 

所属学会・団体 中世哲学会・京大中世哲学研究会・日本哲学会・三田哲学会・法政哲学

会 

略歴（学歴を含む） 慶應義塾大学総合政策学部総合政策学科卒業、慶應義塾大学大学院文学

研究科哲学・倫理学専攻修士課程修了、同博士課程単位取得満期退学、

博士（哲学） 

業績（著書・論文等） 西洋中世学会（編）『西洋中世文化事典』（松田隆美編共著、丸善出版、2024

予定）、「トマス・アクィナスにおけるアナロギアの整合的理解の可能性につ

いて」（中世哲学会『中世思想研究』第58号、2016）、「類概念の名称は類比



－ 哲 学 科 － 

 

 

的に用いられ得るのか ―トマス・アクィナスにおける「物体」という名称

に関する考察―」（日本哲学会『哲學』第72号、2021）、「キリストとソクラ

テスは一義的に「人間」と言われるか」（京大中世哲学研究会『中世哲学研

究』第40号、2021）、「〈シンポジウム提題〉トマス・アクィナス『形而上学

注解』とアナロギア」（中世哲学会『中世思想研究』第65号、2023） 

など。 

学外での活動 特になし 
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 教授 

文学修士 

 

主な科目 哲学演習(2)、西洋哲学史Ⅰ-1、西洋哲学史Ⅰ-

2、哲学特講(1)-１ 

現在の専門分野 古代ギリシア哲学 

趣味 音楽観賞、美術館・博物館めぐり 

学生へのメッセージ 広く日本と世界を見渡し、書を読む。友と家族
を大切にし、自己を省みる。酒を飲んでも飲ま
れるな。 

オフィス・アワー 金曜日13:00 – 14:30  80 年館 6 階 603 研究室 

okuda@hosei.ac.jp 宛にあらかじめ用件等を連絡
していただければ都合がよいです。 

所属学会・団体 日本西洋古典学会、日本哲学会、日本倫理学会、古代哲学会、西洋古典

研究会、新プラトン主義協会、ギリシャ哲学セミナー、法政哲学会 

略歴（学歴を含む） 1979年法政大学文学部哲学科卒業、1987年法政大学大学院人文科学研究

科哲学専攻博士後期課程単位取得満期退学、法政大学文学部兼任講師、

1995年専任講師、1998年助教授、2003年教授 

業績（著書・論文等） 編著：『自然と人間』（梓出版社2006年）論文：「プラトン『パイドン』に

おけるイデア原因論と魂不死論証（102A-105E）」 （『西洋古典研究会論

集』第１号、1990年）、「プラトン『テアイテトス』第一部における知識論

─「最後の反駁」におけるウゥシアーの理解をめざして─」（『西洋古典学

研究』第43号、岩波書店、1995年）、「「強者の利益」プラトン『国家』第

一巻におけるトラシュマコス説とその背後にある思潮」（『法政大学文学部

紀要』第42号、1997年）、『カント事典』（古代哲学関連項目執筆、弘文堂、

1997年）、「欲望の増大─プラトン『国家』第八巻第一章 ─ 第九巻第三章

（543A-576B）に関する研究ノート（Ⅰ）・（Ⅱ）」（『法政大学文学部紀要』

第45・47号、2000,2002年）「正しい人の快楽─プラトン『国家』第九巻に

おける快楽論の意味─」（『法政大学文学部紀要』第48号、2003年）、「プラ

トン『国家』における「善のイデア」をめぐって─現代的解釈とプロティ

ノスの解釈─」（『新プラトン主義研究』第2号、2003年）、「哲人王の行方」

mailto:okuda@hosei.ac.jp


－ 哲 学 科 － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（『西洋古典学研究』第59号、岩波書店、2011年）、「「哲人王の行方」補説」

（『西洋古典研究会論集』第21号、2012年）、「プラトンはどういう哲学者

か―イデア論のとらえ方―」（『法政大学文学部紀要』第78号、2019年）、

「最善の国家と次善の国家（「哲人王の行方」補説２）―プラトン『法律』

708E-712B, 739A-E, 875C-D―」（『法政大学文学部紀要』第80号、2020年）

等 翻訳：R.ベイナー『政治的判断力』（共訳、法政大学出版局、1988年） 

学外での活動 西洋古典研究会委員、新プラトン主義協会理事、日本哲学会元編集委員等 
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 准教授 

博士（文学） 

主な科目 倫理学概論、哲学演習（６）、哲学特講（７）－
１、国際哲学特講 

現在の専門分野 ハイデガーとその関連思想、技術の哲学 

趣味 Mリーグ視聴、音楽発掘、バッティングセンタ
ー。 

学生へのメッセージ 哲学を勉強すると心が少しだけ自由になりま
す。少しですが大きな違いです。 

オフィス・アワー 月曜3限 80年館607研究室。事前にメールにて予
約の連絡をすること。メールアドレスは
yasuakikimijima@hosei.ac.jp。 

所属学会・団体 日本哲学会、日本現象学会、関西哲学会など 

略歴（学歴を含む） 横浜国立大学工学部建設学科卒業後、京都大学文学部哲学専修に学士入

学、同大大学院文学研究科にて博士号取得。2019年より法政大学勤務。 

業績（著書・論文等） 論文：「存在要求の要求とそれへの応答――ハイデガー技術論の理解のた

めに」（『Heidegger-Forum』17号、2023年）、「ボルグマンからハイデガーへ

――ハイデガー技術論再考」（『法政哲学』18号、2022年）、「「存在忘却」

とは何か」（『法政大学文学部紀要』82号、2021年）、「信仰と哲学――ハイ

デガーのアウグスティヌス解釈について」（『アルケー』26号、2018年） 

学外での活動 特になし。 



－ 哲 学 科 － 
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パリ大学博士 

主な科目 フランス語2、外国文学と文化、フランス哲学文
献講読、哲学演習（4） 

現在の専門分野 ジョルジュ・バタイユ研究、西洋芸術論、宗教
論 

趣味 旅行 

学生へのメッセージ 自然と芸術は多くを教えてくれる最高の教師で
す。体験を大切に。 

オフィス・アワー 火曜日の午後3時から4時までBT1306の研究室
で。事前に下記のメールに連絡をください。
tsakai@hosei.ac.jp 

所属学会・団体 表象文化論学会、日本フランス語フランス文学会 

略歴（学歴を含む） 1978年東京大学文学部仏文科卒業後、同大学大学院へ進学、1983年仏政

府給費生としてパリ大学留学（3年半）、1986年パリ大学よりバタイユ論

で博士号取得、1988年東大院博士課程単位取得退学、同年電気通信大学

専任講師（フランス語担当）、1989年文部省在外研究員としてパリ大学留

学（１年間）、1991年電気通信大学助教授、2000年法政大学第一教養部教

授（フランス語担当）、2003年法政大学文学部哲学科へ移籍。 

業績（著書・論文等） 著書：1）『バタイユ、そのパトスとタナトス』（1996年 現代思潮社）、2）

『バタイユ入門』（1996年 ちくま新書）、3）『ゴシックとは何か − 大聖堂の

精神史』（2000年 講談社現代新書、2006年 ちくま学芸文庫より再刊）、4）

『バタイユ、聖性の探究者』（2001年 人文書院）、5）『絵画と現代思想』

（2003年 新書館）、6）『バタイユ、魅惑する思想』（2005年 白水社）、7）

『死と生の遊び、縄文からクレーまで − 美術の歴史を体感する』（2006 年 

魁星出版）、8）『バタイユ』（2009年 青土社）、9）『シュルレアリスム - 終

わりなき革命』（2011年 中公新書）、 10）『魂の思想史 − 近代の異端者とと

もに』（2013年 筑摩選書）、11）『夜の哲学 － バタイユから生の深淵へ』

（2016年 青土社）、12）『バタイユと芸術 – アルテラシオンの思想』（2019

年 青土社）、13）『ロマネスクとは何か － 石とぶどうの精神史』（2020年 

ちくま新書）、14）『モーツァルトの至高性－音楽に架かるバタイユの思想』

（2022年、青土社）訳書：1）『至高性』（バタイユ著、1990年 人文書院、共

訳）、2）『ニーチェについて』（バタイユ著、1992年 現代思潮社）、3）『純然

たる幸福』（バタイユ著、1994年 人文書院、2009年 ちくま学芸文 庫より再

刊）、4）『ランスの大聖堂』（バタイユ著、1998年 みすず書房、2005年 ちく

ま学芸文庫より再刊）、5）『エロティシズム』（バタイユ著、2004年 ちくま

学芸文庫）、6）『ニーチェ覚書』（バタイユ著、2012年 ちくま学芸文庫）、7)

『ヒロシマの人々の物語』（バタイユ著、2015年、景文館書店）、8）『魔法使

いの弟子』（バタイユ著、2015年、景文館書店）、9） 『呪われた部分・全般

経済学試論-蕩尽』（バタイユ著、2018年、ちくま学芸文庫）、10）『太陽肛



－ 哲 学 科 － 

 

 

 

 

門』（バタイユ著、2018年、景文館書店）雑誌掲載論文： 1） «Georges 

Bataille :Le cheminement de l'érotisme » Alkemie,Revue semestrielle 

de littérature et philosophie,Classiques Garnier,2015年7月、2）「ゴシ

ックとは何かー地方から都市へ、聖なるものの流入」『日本精神医学史研

究』（2016年6月）、3）「神話表現論の系譜 － ニーチェ、バタイユ、ナンシ

ー」『言語と文化』（第14号、2017年1月）、4）「バタイユと「見出された幼

年」–インファンティア概念への一視角」『法政哲学』（第13号、2017年5 

月）、5）「若きバタイユとシェストフの教え–「星の友情」の軌跡」『言語と

文化』（第15号、2018年1月）、6）「フィンセント・ファン・ゴッホと太陽の

美学–フランス現代思想の視点から」『言語と文化』（第16号、2019年1月）、

7）«La nuit et l’expérience-limite chez Bataille, Blanchot et 

Quignard», Leçon d’économie générale : l’expérience-limite chez 

Bataille-Blanchot-Klossowski （ éd. Presses universitaires de Paris-

Nanterre、2019年1月）、8）「ジョルジュ・バタイユとコミュニオン概念の射

程」『言語と文化』（第17号、2020年1月）、9)「ジョルジュ・バタイユと媒介

の思想（1） － シュルレアリスムと「対立物の一致」をめぐって」『法政大

学文 学部紀要』（第81号、2020年9月）、10）「神話の二つの相 － ニーチ

ェ、バタイユ、ナンシーとともに」『多様体』（第2号、2020年10月）、11）

「神学と芸術をめぐって――バタイユとクロソウスキーにとっての「神的な

もの」」『ピエール・クロソウスキーの現在』（水声社、2020年11月）、12）

「ジョルジュ・バタイユの内的体験と媒介の思想 － 「非-知の夜」 の沼地

から」『言語と文化』（第18号、2021年1月）、13）「ジョルジュ・バタイユと

媒介の思想（2） ― 贈与と道徳をめぐって」『法政大学文学部紀要』（第82

号、2021年3月）14）「モーツァルトをバタイユとともに―至高のメディアの

ために」『言語と文化』（第19号、2022年1月）、15）「モーツァルトの『ド

ン・ジョヴァンニ』とジョルジュ・バタイユ―至高のメディアの方へ」『法

政大学文学部紀要』（第84号、2022年3月）、15）「見ることの大切さ―レオナ

ルドとともに」『紫明』（第51号、2022年10月）、16）「自然人パパゲーノと近

代の平等思想-マルクス、キルケゴール、ニーチェ、バタイユ」『言語と文

化』（第20号、2023年1月）、17）「バタイユにおけるメディアと贈与──『ド

キュマン』から『至高性』へ」『はじまりのバタイユ/贈与・共同体・アナキ

ズム』（法政大学出版局、2023年4月）、18）「友愛の様々な果実－ラスコーの

洞窟壁画、バタイユの『エロティシズム』、岡本太郎の《愛撫》」『言語と文

化』（第21号、2024年1月） 

学外での活動 日本フランス語フランス文学会幹事（1998年－2000年） 
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   博士（哲学） 

主な科目 哲学演習（１）、哲学特講（３）－１、基礎演
習、 基礎ゼミⅡ、哲学Ⅰ･Ⅱ 

現在の専門分野 デカルト、フランス哲学と西洋近世の哲学 

趣味 散歩、お酒、お菓子、お笑い（趣味と言えるも
のをもちたいです） 

学生へのメッセージ 私たちの考えるすべては哲学のテーマになりま
す。その広大な地平を偉大な哲学者たちと共に開
拓しましょう。 
そのためには、様々な本を読んでください。本
は知恵の宝庫ですが、人と同じで、合う・合わ
ないがあります。自分に合い、他人事とは思え
ない本との出会いは、末永く寄り添ってくれ、
生きるうえでの貴重な糧になってくれます。 

オフィス・アワー 木曜５限、80年館608研究室（事前にメール連絡
してください：ms4@hosei.ac.jp）。 

所属学会・団体 日本哲学会、日仏哲学会、日本倫理学会、日本科学哲学会、哲学会、 

法政哲学会、デカルト研究センター（Centre d’études cartésiennes） 

略歴（学歴を含む） 早稲田大学商学部卒業、三井物産株式会社勤務・退職後に渡仏、ソルボ

ンヌ文明講座（フランス）修了、ソルボンヌ大学哲学科卒業（学士）、同

大学院哲学科（修士・博士）修了、日本学術振興会特別研究員PDを経て

現職。 

業績（著書・論文等） 論文：「信仰を支える人間的な論拠―デカルトの『表面』について」（日本

哲学会、『哲学』、第73号、2022年）、「デカルト形而上学の論証の方法―類

比の考察を通じて」（日仏哲学会、『フランス哲学・思想研究』、第26号、

2021年）、「デカルトの『自然の教え』とは何か―ストア派の自然本性概念

との対比で―」（日本倫理学会、『倫理学年報』、第70集、2021年）、「無限

か広大無辺か―デカルト形而上学の一極点の考察」（東洋大学国際哲学研

究センター、『国際哲学研究』、第8号、2019年）、「デカルトはラムス主義

者か―初期デカルト認識論に見る数学的方法の一側面」（日仏哲学会、『フ

ランス哲学・思想研究』、第23号、2018年）、「『規則論』は断絶した著作か

―自然学と神の問題における『規則論』の方法―」（『理想』、第699号、2017

年）、« La métaphysique de la “nature” dans les natures simples chez Descartes »

（日仏哲学会、『フランス哲学・思想研究』、第21号、2016年）等。 

学外での活動 特になし。 



－ 哲 学 科 － 

 

 

 

 

 

 

 

菅
すが
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さわ

 龍
たつ

文
ぶみ

 教授 

文学修士 

主な科目 基礎ゼミ、西洋哲学史Ⅱ、哲学特講(4)-1、哲学
演習(3)、卒業論文、およびILAC科目「論理学
Ⅰ･Ⅱ」、大学院科目「近代倫理学史研究Ⅰ・
Ⅱ」（哲学科生も受講可能）。 

現在の専門分野 カントの道徳哲学を中心とした西洋近代思想 

趣味 散歩、読書などです。 

学生へのメッセージ 大学で勉強することの意味が問われる昨今です
が、忙しい世の中で哲学書を読んで広く深く考
える機会というのはなかなか得難いものではな
いでしょうか。学生の皆さんが大学で充実した
時間を送れるための一助になれればいいと思い
ます。 

オフィス・アワー 金曜4限（80年館605研究室）事前にメール
（sugasawa@hosei.ac.jp 宛）で予約してください。 

所属学会・団体 日本カント協会、日本倫理学会、日本哲学会、社会思想史学会、日本イ

ギリス哲学会、日本ヘーゲル学会、日本ライプニッツ協会、法政哲学

会、その他。 

略歴（学歴を含む） 1982年早稲田大学文学部哲学科卒、1989年法政大学大学院人文科学研究

科哲学専攻博士課程単位取得満期退学、1990年～92年日本学術振興会特

別研究員、1993年法政大学文学部専任講師、96年助教授、99～00年ドイ

ツ・マーブルク大学客員研究員、2002年教授。 

業績（著書・論文等） 【著書】『論理学 はじめの一歩』（単著、春風社、2021年）、『新・カント

読本』（共著、法政大学出版局、2018年）、『論理学の初歩』（共著、梓出版

社、2010年）、『自然と人間』（共編著：梓出版社、2006年）、『近代への問

いかけ』（共編著：晃洋書房、2004年）その他。【訳書】マンフレッド・キ

ューン『カント伝』（共訳：春風社、2017年）、ヨハン・シュルツ『カント

『純粋理性批判』を読むために』（共訳（代表）：梓出版社、2008年）、ラ

インハルト・ブラント『哲学 ひとつの入門』（共訳（代表）：理想社、2006

年）その他。【論文】（和文）「カントとケーニヒスベルク大学――アリス

トテレス主義の観点で――」（『日本カント研究 23』2022年）、「カントに

おける「人間性の権利」概念について――カントの『法論』は批判哲学に

基づくのか――」（『法政大学文学部紀要』2020年）、「世界平和と基本的人

権、その指標としての「訪問権」――カントによる世界市民権概念につい

て――」（『法政大学文学部紀要』2018年）、「ヨブの幸福とカント――最高

善概念を手がかりに――」（『法政大学文学部紀要』2015年）その他。（欧

文）Kant und das Problem des Lügens. Über Nebeneinanderbestehen 

der moralischen Pflichten（カントと虚言の問題――道徳的義務の両立

について）, in; Kant und die Philosophie in weltbürgerlicher 

Absicht, Akten des XI. Internationalen Kant-Kongresses Bd. 3, 

Berlin, De Gruyter, 2013. その他。 

学外での活動 日本カント協会委員（現）、日本ヘーゲル学会事務局統括（元）、大学入学

センター・教科科目委員会委員（元）など 

mailto:sugasawa@hosei.ac.jp


－ 哲 学 科 － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Dietmar
ディトマー

 Heidenreich
ハイデンライヒ

教授 

Dr. phil（ドイツTrier 大学） 

主な科目 比較文化、外国文学、ドイツ語 

現在の専門分野 文学ジャンル、神話、シンボルなどについての
研究 

趣味 DIY、料理、バロック音楽鑑賞等 

学生へのメッセージ 「考えることは比較することである」、「深い思
考より明晰な、正しい思考を」 

オフィス・アワー 金曜日３限（BT1514教室）、メール：
dheidenr@hosei.ac.jp 

所属学会・団体  

略歴（学歴を含む） 1996 年 Trier 大学 （Dr. phil） 取得、1997 年同志社大学客員研究員、

1998 年法政大学第一教養部助教授 、2003 年法政大学文学部哲学科へ移

籍。 

業績（著書・論文等） 著書：Der Aphorismus als Epos bei Akutagawa Ryunosuke. Eine Gesamtdeutung 

aus der Perspektive der aphoristischen Tradition im deutschen Sprachraum.— 

Frankfurt& Bern 1997. その他 

学外での活動  

 

 

 

 

 

 

内
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 淳
あつし

 教授 

博士（法学） 

主な科目 哲学演習(11)、哲学特講(6)-2、法哲学A・B、法
の人間学A・B、法学Ⅰ・Ⅱ 

現在の専門分野 法哲学（人権や憲法の基礎についての研究、進
化心理学に基づく人間本性の研究） 

趣味 昭和プロレス観賞 

学生へのメッセージ 先日、娘が友達から「お父さんがおばあちゃん
っぽいね」と言われたそうです。単に老けてい
るという以上の何が私にあるのでしょう？ 

オフィス・アワー 火曜３限、場所：BT1317研究室。事前に下記ア
ドレスにメールで連絡をください。
tetsu11en@yahoo.co.jp 

所属学会・団体 日本法哲学会、日本人間行動進化学会など 

略歴（学歴を含む） 大阪大学人間科学部・法学部卒業、国際交流基金勤務を経て一橋大学大

学院法学研究科博士後期課程修了、2013年より法政大学勤務。 

業績（著書・論文等） 著書：『自然主義の人権論』（勁草書房、2007年）、『進化倫理学入門』（光

文社新書、2009年）、『はじめて学ぶ法哲学・法思想』（共著、竹下・角田・

市原・桜井編、ミネルヴァ書房、2010年）、『人権論の再構築（講座 人権

論の再定位5）』（共著、井上達夫編、法律文化社、2010年）、『夫婦（法文

化叢書10）』（共著、屋敷二郎編、国際書院、2012年）、『法思想の水脈』（共

著、森村進編、法律文化社、2016年） 

学外での活動 特になし。 



－ 哲 学 科 － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中
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釜
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 教授 

文学修士 

主な科目 哲学概論、哲学演習９、哲学特講８－２、科学
哲学1・２ 

現在の専門分野 科学哲学、言語哲学、心の哲学、イギリス経験
論 

趣味 通勤電車の中で古代から現代まで日本や外国の
小説・戯曲・詩を読むこと。人の少ない美術館
や博物館でぼんやりすること。古楽器の演奏を
聴くこと。親しい仲間と議論すること。誰にも
邪魔されずに哲学の研究をすること。 

学生へのメッセージ 「大事なのは答を出すことではなく考え続ける
ことだ」と言いたがる人は、本気で答を出す気
のない人だと思います。 

オフィス・アワー 火曜日16時~17時。80年館604研究室 

所属学会・団体 日本哲学会、日本科学哲学会、日本イギリス哲学会等 

略歴（学歴を含む） 1976年京都大学文学部入学、1981年京都大学大学院文学研究科入学、

1987年博士後期課程学修退学、1994年法政大学専任講師、1997年助教

授、2003年教授 

業績（著書・論文等） 著訳書 「できごとと対象─ホワイトヘッド科学哲学の中心概念」（哲学

論叢）、「時間空間論における規約主義」（哲学研究）、「説明と形而上学的

コミットメント」（科学哲学）、「指標語を巡る哲学的諸問題Ⅰ、II」「マス

ターアーギュメントとパースペクティヴィズム」（法政大学文学部紀要）、

「自然観の相克」（岩波新・哲学講座）「科学論の帰趨」（ミネルヴァ書房

『科学技術のゆくえ』）、「ホワイトヘッド」（中公新社「哲学の歴史」8）

等、翻訳：ヘンリー・ゲアラック「ニュートンと分析的方法」（西洋思想

大事典、平凡社）、ジョージェスク・レーゲン「エントロピー過程と経済

法則」（共訳、みすず書房）、デイヴィッド・ヒューム「人間本性論」（共

訳、法政大学出版局） 

学外での活動 日本イギリス哲学会理事（2008年～2012年）など 

西
にし

塚
づか

 俊
しゅん

太
た

 准教授 

博士（文学） 

主な科目 基礎演習、哲学特講（５）、哲学演習（７）、
日本思想史１・２ 

現在の専門分野 日本思想史・日本近代哲学 

趣味 炊事・掃除・洗濯 

学生へのメッセージ 日本思想史学は一度はまると抜け出せないほど
の魅力をもった学問分野です。 

オフィス・アワー 火曜日3限、木曜日の4限、80年館609（昼寝をし
ている可能性が高いので事前に連絡をしてから
訪問して頂けると助かります） 
nishizuka.s@hosei.ac.jp 

所属学会・団体 日本倫理学会・日本思想史学会・西田哲学会・比較思想学会・法政哲学

会 



－ 哲 学 科 － 

 

 

略歴（学歴を含む） 東京大学文学部思想文化学科倫理学専修課程卒業、東京大学大学院人文

社会系研究科基礎文化研究専攻倫理学専門分野修士課程および同博士課

程修了、博士（文学） 

業績（著書・論文等） 『科学技術の倫理学』（勢力尚雅編共著、梓出版社、2011）『科学技術の

倫理学Ⅱ』（勢力尚雅編共著、梓出版社、2015）、「三木清における社会

の位置―「形成的世界の形成的要素」論をめぐって―」（日本倫理学会『倫

理学年報』第57集、2008）、「「創造的世界の創造的要素」としての「人

間的存在」―西田幾多郎の歴史論をめぐって―」（西田哲学会『西田哲学

会年報』第9号、2012）、「『三河物語』における譜代意識の根底―「慈

悲」と「情」と「武辺」との関係から―」（東京大学大学院人文社会系研

究科倫理学研究室『倫理学紀要第24輯』、2017）、「三木清のパスカル論

における宗教性／非宗教性の画定」（『法政大学文学部紀要第82号』、2021） 

など。 

学外での活動 特になし 

吉
よ し

田
だ

 敬
け い

介
すけ

 専任講師 

修士（哲学） 

主な科目 哲学演習（５）、美学・芸術学、ドイツの思想
Ａ・Ｂ、ドイツ語、哲学ドイツ語研究 １・２、
近代ドイツ哲学史特殊講義１・２ 

現在の専門分野 社会哲学、宗教哲学、美学（キルケゴールの思
想、アドルノやホルクハイマーの批判理論） 

趣味 映画鑑賞、美術館・博物館めぐり 

 

学生へのメッセージ 哲学を学ぶことを通して、自分が生きる現実や
自分自身をよく知り、よく考える力をつけてほ
しいと思います。 

オフィス・アワー 月曜15:30～17:00   個人研究室（BT2205）。
事前にメール（keisuke.yoshida@hosei.ac.jp）で予
約してください。 

所属学会・団体 日本哲学会、社会思想史学会、実存思想協会、キェルケゴール協会など 

略歴（学歴を含む） 2008年学習院大学文学部哲学科卒業、2010年同大学大学院哲学専攻博士

前期課程修了、同大学院博士後期課程進学後、2013年よりDAAD（ドイ

ツ学術交流会）奨学生としてJ・W・ゲーテ大学フランクフルト・アム・

マインで博士論文執筆、2019年同大学博士論文審査合格。2019年より学

習院大学文学部哲学科助教、2022年より現職。 

業績（著書・論文等） 論文：「キルケゴールにおける「修正するもの」概念の構成」（『実存思想

論集』第37号、2022年）、「『啓蒙の弁証法』から読むキルケゴール」（『社

会思想史研究』第45号、2021年）、「隠された内面性から、外的世界との衝

突へ―キルケゴールの「内面性」概念を再解釈する試み」（『哲学』第72号、

2021年）、“Kierkegaard lesen, gegen und mit Adorno” (Danish Yearbook of 

Philosophy, Advance Articles, 2020)、“Adornos Kierkegaard-Aneignung als 

Säkularisierung des Religiösen”(Der Schein des Lichts, der ins Gefängnis selber 



－ 哲 学 科 － 

 

 

fällt: Religion, Metaphysik, Kritische Theorie, 2018, S. 161-178)、「キルケゴー

ル・ルネッサンスの影」（『学習院大学人文科学論集』第22号、2013年）〔ド

イツ語版：“Der Schatten der Kierkegaard-Renaissance”(Kierkegaard Studies 

Yearbook, 2015)〕、「芸術が表現するものとは何か―ショーペンハウアー芸

術論におけるイデア」（『学習院大学人文科学論集』第20号、2011年）など。

翻訳： J・スチュアート『キェルケゴールは反ヘーゲル主義者だったの

か？』（共訳、萌書房、2023年）、Chr・メンケ『力―美的人間学の根本概

念』（共訳、人文書院、2022年）。 

学外での活動 特になし。 



― 日 本 文 学 科 ― 
 

 

 

坂
さか

本
もと

 勝
まさる

 教授 

文学修士、神奈川県鎌倉市 

主な科目 ゼミ、特講上代、ゼミ入門、大学での国語力 

現在の専門分野 『古事記』『万葉集』 

趣味 旅に出ること 
 

学生へのメッセージ 日文科の学生なのだから、まず作品を読もう。
それも注釈書ベッタリではなく、自分の目で読
み、考え、そして調べる。自分の頭から絞り出
したものなら、どんな珍説奇説でも皆価値はあ
る。そこからスタートだ。 

オフィス・アワー 月曜４限、80年館807研究室 

所属学会・団体 上代文学会、古事記学会など 

略歴（学歴を含む） 昭和53年法政大学文学部卒業、昭和62年専修大学大学院博士課程単位取

得退学 

業績（著書・論文等） 著書:『古事記の読み方』（岩波新書）、『はじめての日本神話』（ちくまプリ

マー新書） 

論文：「高市皇子挽歌と祭式」（『専修大学文研論集』第７号）、「人麻呂『吉

野讃歌』の方法」（『上代文学』第55号）、「高木神論」（『古代文学』第25号）、

「大国主神話」（『古代文学』第27号）、「応神記の構想」（『古事記研究大系』

第三巻）「祭祀の文法」（『法政大学文学部紀要』1997年）、「近江荒都歌・

近江歌」（『柿本人麻呂《全》』笠間書院）,「記紀神話から無文字代の古層

を掘る―大国主神話をめぐって」（『アジア人物史 第1巻 神話世界と古

代帝国』集英社）など。 

学外での活動  
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し

 教授 

博士（文学） 

主な科目 ゼミ（言語コースの昼＆夜）・日本言語学概論・
日本言語史・特講言語 

現在の専門分野 日本古典語学 

趣味 将棋 

学生へのメッセージ 日文は謎解き学科です。目の前のことを落ち着
いて一つずつ片づければ、道は開けるでしょ
う。 

オフィス・アワー 2024年度はサバティカルです。金曜日4限。間宮
研究室（80年館８０６号室）。事前にメールで予
約の連絡をすること。メールアドレスは、
mamiya@hosei.ac.jp 

所属学会・団体 日本語学会・萬葉学会 

略歴（学歴を含む） 1987年学習院大学大学院博士後期課程中退、鶴見大学文学部専任講師、



― 日 本 文 学 科 ― 
 

 

 

1988～1994年法政大学文学部兼任講師、1995年法政大学文学部助教授と

して着任 

業績（著書・論文等） 単著：『万葉難訓歌の研究』（法政大学出版局）、『万葉集の歌を推理する』

（文春新書）、『おもろさうしの言語』（笠間書院）、『沖縄古語の深層』（森

話社）、『万葉異説』（森話社） 

学外での活動  

Steven
スティーヴン

 G. Nelson
ネルソン

教授 

芸術学修士 

オーストラリア、シドニー市 

1956 年 12 月 5 日 

主な科目 ゼミナール入門、日本文芸研究ゼミナール７、
日本文芸研究特講（15）国際日本学  

現在の専門分野 日本音楽史学 

趣味 日本古典音楽・芸能鑑賞および演奏（雅楽の楽
器、生田流箏、地歌三味線）、料理、昼寝。 

学生へのメッセージ 日本の古典音楽ほど面白い研究分野はないと、
私は思っています。音楽史研究を目指したい学
生は大歓迎。但し能楽に関しては学科に専門家
の伊海先生がいますから、ぜひ伊海ゼミへ。 

オフィス・アワー 金曜3限（80年館813号室）。前日までにメールに

て予約の連絡をすること。メールアドレスは次の

通り。snelson@hosei.ac.jp 

所属学会・団体 東洋音楽学会、仏教文学会、中世文学会、説話文学会、International 

Council for Traditions of Music and Dance、Musicological Society of 

Australia、Society of Asian Music 

略歴（学歴を含む） University of Sydney B.A. Hons.（音楽学）卒業、東京芸術大学音楽研究科

修士課程（音楽学）修了、同大学音楽研究科博士課程（音楽学）単位取

得満期退学。上野学園日本音楽資料室研究員、慶応義塾大学・明治学院

大学・国際基督教大学などの非常勤講師を経て、2000年京都市立芸術大

学日本伝統音楽研究センター助教授に就任。2004年より法政大学文学部

日本文学科教授。 

業績（著書・論文等） 比較的入手しやすい和文のものに限ると次の通り。「五絃譜新考─主に五

絃琵琶の柱制及び調絃について─」（『東洋音楽研究』50、1986年）、「雅楽

古譜とその解読における諸問題─主として琵琶譜について─」（岩波講座

『日本の音楽・アジアの音楽』第4巻『伝承と記録』、岩波書店、1988年）、

「藤原孝道草『式法則用意条々』における講式の音楽構成法」（福島和夫

編『中世音楽史論叢』、和泉書院、2001年）、「描かれた楽─日本伝統音楽

の歴史的研究における音楽図像学の有用性をめぐって─」（『第25回文化財

の保存および修復に関する国際研究集会─日本の楽器─新しい楽器学へ

むけて』、東京文化財研究所、2003年）、『日本三代実録音楽年表』（共著、
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京都市立芸術大学日本伝統音楽研究センター、2004年）、「古典文学作品の

翻訳─訳者は何を目指すべきか─」（法政大学国際日本学研究所編『国際

日本学─ことばとことばを越えるもの─』、2007年）、「英文学になった『源

氏物語』─3つの英訳をめぐって─」（『日本文学研究ジャーナル』2、2008

年）、「文字譜の歴史─中国から日本へ─」（『仏教声楽に聞く漢字音─梵唄

に古韻を探る─』、二松学舎大学21世紀COEプログラム事務局、2009年）、

「蘇る平安の音」（神野藤昭夫・多忠輝監修『越境する雅楽文化』、書肆フ

ローラ、2009年）、「工尺譜の起源をめぐって─唐代の文字譜との関係─」

（磯水絵編『論集 文学と音楽史─詩歌管絃の世界─』、和泉書院、2013年）、

「「秘曲尽くし」再現─『文机談』に見える秘曲を聴く─」（磯水絵編『今

日は一日、方丈記』、新典社、2013年。付録「秘曲尽くし」再現演奏CD監

修）、研究ノート「『源氏物語』における絃楽器の曲種と調絃について─古

楽譜研究者の立場から─」（『日本文学誌要』92、2015年）、「古典文学と音

楽 ─知識継承の断絶で音楽の意味が消し去られた例─」（『法政文芸』14、

2018年）、「二つの《流泉》、《石上流泉》と《上原石上流泉》―『源氏物語』

の一場面が《上原石上流泉》を権威付ける説話の生成に活かされたか―」

（『説話文学研究』56、2021年）、「正倉院文書紙背「琵琶譜」、いわゆる『天

平琵琶譜』に関する一考察」（福島和夫・上野学園大学日本音楽史研究所

編『歴史学としての日本音楽史研究』、和泉書院、2022年）。 

学外での活動 上野学園大学日本音楽史研究所共同研究員 

中
なか

沢
ざわ

 けい 教授 

政治学士 

主な科目 日本文章史、日本文芸研究ゼミナール13 

現在の専門分野 文芸創作 

趣味 演劇、映画、音楽などの鑑賞 

学生へのメッセージ 積極的な授業参加をのぞみます。想像力を育て
て、創造につなげましょう。 

オフィス・アワー 木曜日16時50分から18時20分（80年館815研究室） 

所属学会・団体 日本文芸家協会会員 

略歴（学歴を含む） 1983年明治大学政治経済学部卒業、1978年「海を感じるとき」で第21回

群像新人賞受賞。1985年「水平線上にて」で第７回野間文芸新人賞受賞 
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業績（著書・論文等） 著書:「海を感じる時」（講談社）、「女ともだち」（河出書房新社）、「楽隊の

うさぎ」（新潮社） 

学外での活動 日本文芸家協会常務理事 文化庁文化審議会著作権文化会委員 

小秋元
こ あ き も と

 段
だん

 教授 

博士（文学） 

主な科目 ゼミナール5 

現在の専門分野 中世文学、書誌学  

趣味 晩酌 

学生へのメッセージ 日文の学生は、在学中に十回は京都へ行きまし
ょう。 

オフィス・アワー 金曜5限。80年館805号室。事前に連絡してくだ
さるとありがたい（dkoakimt@hosei.ac.jp）。 

所属学会・団体 中世文学会、説話文学会、軍記・語り物研究会 

略歴（学歴を含む） 1990年3月慶應義塾大学文学部卒業、1995年3月慶應義塾大学大学院後期

博士課程中退、1995年4月～1998年3月江戸川女子短期大学専任講師、

1998年4月本学着任 

業績（著書・論文等） 単行書、『太平記新考』（汲古書院、2024年）、『増補太平記と古活字版の時

代』（新典社、2018年）、『嵯峨本方丈記』（共編、勉誠出版、2016年）、『『太

平記』をとらえる』第1～3巻（共著、笠間書院、2014～16年）、『校訂 京

大本 太平記』（共編、勉誠出版、2011年）、日本の古典を読む16『太平記』

（共著、小学館、2008年）、『太平記・梅松論の研究』（汲古書院、2005年）、

『中世聖徳太子伝集成 第五巻 宝物集・拾遺抄・万徳寺本』（共編、勉

誠出版、2005年）、日本文学研究論文集成14『平家物語・太平記』（共編、

若草書房、1999年）。主要論文、「『太平記』研究はこの二十年、何を明ら

かにしたか」（『日本文学研究ジャーナル』第11号、2019年）、「角倉素庵と

『方丈記』」（『法政大学文学部紀要』第77号、2018年）、「『徒然草寿命院抄』

における草稿本と改稿本―鶴見大学図書館蔵本を手がかりに―」（『文学・

語学』第217号、2016年）、「『吾妻鏡』刊本小考」（『いくさと物語の中世』

汲古書院、2015年）、「『太平記』巻四古態本文考」（『国語と国文学』2008

年11月号）、「『太平記』の古態をめぐる一考察―巻三十八を中心に―」（『中

世文学』第53号、2008年）ほか 。講演録、『印刷博物館講演録 高野版と

はなにか』（2013年） 

学外での活動 東京書籍(株)教科書編集委員会委員、中世文学会委員、説話文学会委員 
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阿
あ

部
べ

 真
ま

弓
ゆみ

 教授 

博士（文学） 

主な科目 日本文学と文化L、日本芸能論、大学での国語
力、日本文芸史ⅠB、日本文芸研究特講（3）中
世、ゼミナール4 

現在の専門分野 中世文学、日記文学 

趣味 音楽鑑賞、演劇鑑賞 

学生へのメッセージ その道に入らんと思ふ心こそ我身ながらの師匠
なりけれ（「利休百首」より） 

オフィス・アワー 火曜 5 限（80 年館 8 階 804 号室）。事前にメール

で予約してください。メールアドレス：

maya@hosei.ac.jp 

所属学会・団体 中世文学会、和歌文学会、EAJS（ヨーロッパ日本研究協会） 

略歴（学歴を含む） 1989年3月大阪大学文学部卒業、1998年3月大阪大学大学院文学研究科博

士後期課程修了、1998年4月～2001年3月大阪大学大学院文学研究科助

手、2001年4月～2003年3月法政大学第一教養部専任講師、2003年4月法政

大学文学部着任 

業績（著書・論文等） 「『とはずがたり』の恋―物語る二条―」（『文学』8-5、2007年9月）、「『嵯

峨のかよひぢ』考―藤原為家の涙―」（『日本文學誌要』89、2014年3月）

他 

学外での活動  

 

 

 

 

 

 

 

藤
ふじ

村
むら

 耕
こう

治
じ

 教授 

文学修士 

主な科目 大学での国語力、ゼミナール入門、日本文芸史
ⅡAB、ゼミナール、教養ゼミ（文芸創作の実
践） 

現在の専門分野 日本の近現代文学、特に戦後の文学。 

趣味 CD（クラシックからポップスまで）、DVD（映
画）鑑賞、旅行（沖縄・温泉・秘湯めぐり）、美
味しいお酒を飲むこと。 

学生へのメッセージ 大学は、求めようとしない人には殆ど何も与え
てくれませんが、自ら求める人には、実に沢山
のことを与えてくれる所です。まず自分から動
くこと。そして、友人や先生方との関わりを大
切にすること。 

オフィス・アワー 毎週木曜日 13 時から 17 時。研究室は 80 年館 8

階の 810号室です。fujimura@hosei.ac.jp 

所属学会・団体 昭和文学会、近代文学会 

略歴（学歴を含む） 1998年法政大学大学院人文科学研究科日本文学専攻博士課程修了、2000

年法政大学第二教養部専任講師、2003年法政大学文学部に移籍 

業績（著書・論文等） 「〝〈漂泊〉の門出〟から〝〈父〉への便り〟へ――笠原淳論序説」（「日
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本文学誌要」2016年3月）、「高橋和巳 未完の可能性――「解体」と「敗

北」の先にあるもの」（『高橋和巳の文学と思想』コールサック社、2018年）、

「高橋和巳と三島由紀夫覚え書き」（「新世紀人文学論究6号、2022）他 

学外での活動 現代文藝研究会を主宰 

 

 

 

 

 

 

 

加
か

藤
とう

 昌
まさ

嘉
よし

 教授 

博士（文学） 

主な科目 ゼミナール3、日本文芸研究特講(2)中古、日本
文芸史ⅠA、大学での国語力、ゼミナール入門 

現在の専門分野 『源氏物語』を中心とする、平安～鎌倉時代の
物語 

趣味 バロックオペラを聴くこと。 

学生へのメッセージ 溺れるほどたくさんの本、音楽、芸術に触れてほ
しいと思います。 

オフィス・アワー 金曜4限、80年館8階加藤研究室。事前にEメール
で連絡すること。kato-m@hosei.ac.jp 

所属学会・団体 大阪大学国語国文学会 

略歴（学歴を含む） 大阪大学大学院文学研究科博士後期課程修了。国文学研究資料館准教授

を経て、2008年4月法政大学文学部着任。 

業績（著書・論文等） 著書：『『源氏物語』前後左右』（勉誠出版）、『揺れ動く『源氏物語』』（勉

誠出版）、共編著書：『テーマで読む源氏物語論(4)紫上系と玉鬘系―成立論

のゆくえ―』（勉誠出版）、『源氏物語を書きかえる―翻訳・注釈・翻案―』

（青簡舎）ほか 

学外での活動  

 

 

 

 

 

 

 

中
なか

丸
まる

 宣
のぶ

明
あき

 教授 

文学修士 

主な科目 文学概論A・B、ゼミナール９、大学での国語
力、ゼミナール入門 

現在の専門分野 近代文学（19世紀・20世紀前半）、近代演劇・芸
能 

趣味 写真・釣り・映画演劇鑑賞などいろいろ 

学生へのメッセージ 「見る」「聞く」「読む」ことに貪欲であって下
さい。 

オフィス・アワー 火曜3限、80年館8階811号室 

所属学会・団体 日本近代文学会、昭和文学会、日本文学協会 

mailto:kato-m@hosei.ac.jp
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略歴（学歴を含む） 1986年9月東京大学大学院人文科学研究科国語国文学専門課程博士課程単

位修得満期退学、1986年10月〜2012年3月まで山梨大学に勤務、2012年4

月本学着任 

業績（著書・論文等） 「文学者の日記１ 池辺三山1〜3」（編集・解説、2001〜2003年 博文館

新社）、「新古典文学大系明治編 17 佳人之奇遇」（注釈・共著、2006年 岩

波書店）、「ｺﾚｸｼｮﾝ･ﾓﾀﾞﾝ都市文化〈第67巻〉漫才と落語」（編集・解説、2011

年 ゆまに書房）ほか 

学外での活動 日本近代文学会評議員、山梨県立文学館専門委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

尾
お

谷
だに

 昌
まさ

則
のり

  教授 

人間・環境学博士 

主な科目 日本文法論、日本言語学概論Ｂ、大学での国語
力 

現在の専門分野 日本語の文法論・意味論・語用論、認知言語学 

趣味 ギター、音楽鑑賞など。 

学生へのメッセージ 大学生のうちに「これだけは誰にも負けない」と
誇ることができるものを身につけてください。ま
た、何を勉強するにしても、単なる暗記で満足す
るのではなく、「これを他者（＝素人）に分かりや
すく、面白く、斬新かつ印象的に説明するにはど
うすればよいか」を常に考えるようにしてくださ
い。 

オフィス・アワー 原則として月曜２限をオフィスアワーとします

が、それ以外でも可能な場合は対応しますので、

事前にメールで連絡してください。場所は、80年

館の 808研究室です。 

odamasa@hosei.ac.jp 

所属学会・団体 日本言語学会、日本語文法学会、日本認知言語学会、日本語用論学会 

略歴（学歴を含む） 2001年京都大学大学院人間・環境学研究科言語機能論専攻博士後期課程

修了 

業績（著書・論文等） 著書：『はじめて学ぶ認知言語学』（分担執筆:ミネルヴァ書房、2020）、『構

文ネットワークと文法 ─ 認知文法論のアプローチ』（共著：研究社、

2011）、論文：1.「若者言葉「うける」の新用法について」（『日本文學誌要』

102, pp.4-20. 法政大学国文学会、2020）、 2.「なので」が接続詞化するま

で」（『動的語用論の構築に向けて 第2巻』 pp.70-91. 開拓社、2020）、 

3.「「案外」と「意外」の用法変遷と新しい副詞用法について」（『法政大学

文学部紀要』第79号、pp. 47-66、2019）、 4.「接続詞化した「なので」の

発話機能について」（『日本語用論学会第21回大会発表論文集』pp.225-228、

2019）、 5.「接続詞「なので」の出現について」（加藤重広編『日本語語用

論フォーラム１』pp.138-208、ひつじ書房、2015） 6.「装定用法における
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形容詞並置構文に関する一考察 ─総合的認知と離散的認知の観点から─」

（『認知言語学論考』10、pp.105-141、ひつじ書房、2012） 

学外での活動 日本言語学会評議員、日本語用論学会評議員、日本認知言語学会学会誌編

集委員。 

 

 

 

 

 

 

 

小
こ

林
ばやし

 ふみ子
こ

 教授 

博士（文学） 

主な科目 今年度は担当しません。 

現在の専門分野 日本近世文学・文化、とくに戯作・狂歌・浮世絵 

趣味 旅行（温泉と海外）とエスニック料理を食べる
こと。（研究を兼ねて）江戸絵画の展覧会を見る
こと。 

学生へのメッセージ 何事も鵜呑みにせず、疑ってみるのは大学生の
基本的な思考です。日々更新していく世界のな
かで自分の頭で考えるには広く社会を眺め、本
を読み、大学を飛び出していろいろな経験をす
ること…私自身の自戒もありますが。 

オフィス・アワー 今年度は国内研究のためありません。 
（質問などがあればfkoba@hosei.ac.jpにお送り
ください） 

所属学会・団体 日本近世文学会、国際浮世絵学会、日本文学協会、ヨーロッパ日本研究協

会（EAJS）、アメリカアジア学会（AAS）ほか 

略歴（学歴を含む） 1996年東京大学文学部卒業、2003年同大学院博士課程満期退学、 2003年6

第29回日本古典文学会賞受賞、04年博士（文学）。同年法政大学キャリア

デザイン学部に着任、2011年より同文学部教員。その間、02年ロンドン大

学東洋アフリカ研究学院（SOAS）、16年ライデン大学地域研究所（LIAS）

客員研究員など。2023年第17回国際浮世絵学会学会賞受賞。 

業績（著書・論文等） 近年の単著に『へんちくりん江戸挿絵本』（集英社インターナショナル、2019

年）、『大田南畝 江戸に狂歌の花咲かす』（岩波書店、2014年→2024年角川

ソフィア文庫収録予定）、共編著に『東アジアの都市とジェンダー 過去か

ら問い直す』（文学通信、2023年）、『水都としての東京とヴェネツィア』（法

政大学出版局、2022年）、『最後の文人石川淳の世界』（集英社、2021年）、

『好古趣味の歴史 江戸東京からたどる』（文学通信、2020年）、『化物で楽

しむ江戸狂歌』（江戸狂歌研究会編、笠間書院、2014年）など。 

学外での活動 日本近世文学会常任委員・編集委員、国際浮世絵学会常任理事・国際委

員会委員、日本文学協会委員。東京都江戸東京博物館収蔵委員会資料評

価部会委員。 



― 日 本 文 学 科 ― 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田
た

中
なか

 和
かず

生
お

 教授 

経済学士、文学士、富山県 

 

主な科目 ゼミナール、文章表現論、大学での国語力など 

現在の専門分野 文芸評論、日本近・現代文学 

趣味 観劇、寄席 

学生へのメッセージ 大学でしか出来ない、人との出会いにどんどん
驚きましょう。どんどん驚いているうちに、自
分が驚かれるような人になっていきます 

オフィス・アワー 火曜3限、80年館814研究室にて。できれば前日
までに、ktanaka@hosei.ac.jpへ連絡してくださ
い。 

所属学会・団体 三田文学会、日本文芸家協会 

略歴（学歴を含む） 1998年3月慶応義塾大学経済学部卒業、2000年「欠落を生きる―江藤淳

論」で第7回三田文学新人賞受賞、2001年3月慶応義塾大学文学部卒業 

業績（著書・論文等） 『あの戦場を越えて 日本現代文学論』（講談社、2004年）、『新約太宰治』

（講談社、2006年）、『吉本隆明』（アーツアンドクラフツ、2014年）、他 

学外での活動 三田文学新人賞選考委員 

 

 

 

 

 

 

 

伊
い

海
かい

 孝
たか

充
みつ

 教授 

博士（文学）、神奈川県 

主な科目 ゼミナール、日本文芸研究特講など 

現在の専門分野 能楽研究、古典芸能研究、日本中世文学研究 

趣味 舞台鑑賞 

学生へのメッセージ 知識の詰めこみではなく、自分で調べ、考える
ことの面白さを実感して下さい。 

オフィス・アワー 火曜日３限 

所属学会・団体 中世文学会、能楽学会、楽劇学会、芸能史研究会 

略歴（学歴を含む） 1997年3月法政大学文学部日本文学科卒業、2004年3月法政大学大学院人

文科学研究科日本文学専攻博士後期課程満期退学、2007年3月法政大学よ

り博士学位（文学）を受ける、2007年4月～2009年3月法政大学能楽研究

所特別研究員 

業績（著書・論文等） 『切合能の研究』（檜書店、2011年2月）、「舞う身体としての曾我兄弟―幸

若舞曲との比較から―」（『能と狂言』19号、2021年11月） 

学外での活動 能楽学会常任委員 

mailto:ktanaka@hosei.ac.jp


― 日 本 文 学 科 ― 
 

王
おう

  安
あん

  教授 

博士(文学） 

主な科目 ゼミナール22、日本文芸研究特講CD（対照言語
学）、日本言語学演習、中国語２I,II、中国語３
I,II、中国語翻訳・通訳 

現在の専門分野 対照言語学、現代中国語文法、認知言語学 

趣味 ホットヨガ、散歩、旅行 

学生へのメッセージ 常に自分の感性を磨き、好奇心、情熱と自主性
を持って、授業や研究、そして日々の生活に臨
んでください。 

オフィス・アワー 月曜日５限 80年館802室（事前にメールにて予
約の連絡をすること。メールアドレスは：
annwang@hosei.ac.jp） 

所属学会・団体 日本中国語学会、国際認知言語学会、日本認知言語学会、日本言語学会、中

国語教育学会、日中対照言語学会など 

略歴（学歴を含む） 1998月7月中国人民大学国民経済管理学部国民経済管理学科卒業、2006年3月

北海道大学大学院文学研究科言語文学専攻博士後期課程修了、2006年3月北

海道大学より博士学位（文学）を受ける。関西学院大学国際学部常勤講師、

岡山大学文学部准教授などを経て、2019年4月法政大学文学部着任 

業績（著書・論文等） ＜著書＞： 1.(共著)「中国語の〈主観性〉の再考察－使役表出文を例として

－」『認知言語学研究の広がり』大橋浩・川瀬義清・古賀恵介・長加奈子・村

尾治彦編、開拓社、35-50、2018年、2.(共著)「感情の普遍性とその言語化－

感情表現の類型論的研究に向けて－」『ことばのパースペクティヴ』中村芳久

教授退職記念論文集刊行会編、開拓社、71-84、2018年、3.(共著)「第八章：

主体化」『認知言語学 基礎から最前線へ』森雄一・高橋英光編、くろしお出

版、181-204、2013年、4.(共著)「第三章：感情表現における日中対照研究－

感情の語り方と人称制限の普遍性に着目して－」『言語研究の諸相』、北海道

大学出版社、35-45、2010年、 

＜論文＞：1．王安、上原聡(2023)「グラウンディングから中国語形容詞の

意味機能を捉えなおす―日本語の形容詞と比較しながら―」『日本認知言

語学会論文集』第23巻、2．王安(2021)「现代汉语形容词重叠式的主观性

与主观化的认知分析―以完全重叠式AA和AABB式为中心」『中国語文法研究』

第10期、中国語文法研究会編、朋友書店、pp.74-91、3.王安、上原聡(2020)

「感情表現の構文パターンと感情の概念化に見る言語表現の多様性と共通点

―日韓中英独語を対象に―」『日本認知言語学会論文集』第20巻、4.王安、上

原聡(2019)「中国語の形容詞が持つ「主観性」を考える―性質形容詞とその

重ね型を中心に―」『日本認知言語学会論文集』第19巻、5.王安(2017)「行為

連鎖から見る感情表出の使役文と形容詞文との関連性」『日本認知言語学会論

文集』第17巻、172-184、など 

学外での活動 日中対照言語学会理事、日中対照言語学会運営委員、日本認知言語学会編集



― 日 本 文 学 科 ― 
 

 

 

委員、中国語教育学会編集委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

遠
えん

藤
どう

 星
せい

希
き

 准教授 

博士（文学） 

主な科目 ゼミナール１Ａ・Ｂ、日本文芸研究特講(７)漢
文Ａ・Ｂ、中国文芸史Ａ・Ｂなど 

現在の専門分野 中国古典文学・日本漢文学 

趣味 映画鑑賞、フットサル、漢詩作りなど 

学生へのメッセージ 大学ほど多種多様な「知」にアクセスできる場
所は滅多にありません。入学したということ
は、そのアクセス権を手にしたということで
す。在学中はその権利を思う存分行使し、色々
な授業に出て、図書館の色々な本を読み、教員
や友人と積極的に対話をし、自分の可能性を広
げて下さい。 

オフィス・アワー 月曜３限 80年館809室（事前にメールで予約の
連絡を下さい。メールアドレスは：
（seiki.endoh.67@hosei.ac.jp）です。 

所属学会・団体 日本中国学会、東方学会、中唐文学会、六朝学術学会、全国漢文教育学

会、法政大学国文学会、日本杜甫学会 

略歴（学歴を含む） 2001年法政大学文学部日本文学科卒業、2010年東京大学大学院人文社会

系研究科博士課程単位取得満期退学、2013年博士（文学）、2015年青山

学院大学文学部助教、2017年法政大学文学部専任講師、2020年同准教授 

業績（著書・論文等） 共著に『とびらをあける中国文学』（新典社、2021年）、『茶をうたう――

朝鮮半島のお茶文化千年』（クオン、2021年）、『留学生のための日本文学

入門』（青山学院大学文学部日本文学科編著、和泉書院 2021年）、『大沼枕

山『歴代詠史百律』の研究』（紫陽会編著、汲古書院、2020年）、『杜甫全

詩訳注(一)』（下定雅弘, 松原朗編、講談社、2016年）、『幕末漢詩人杉

浦誠『梅潭詩鈔』の研究』（市川桃子編著、汲古書院、2015年）、『柳宗

元古文注釈－説・伝・騒・弔－』（竹田晃編、新典社、2014年）など。論

文に「杜甫の詩における「山河」の在り方とその変質について」（『杜甫研

究年報』第6号、2023年）、「月の「徘徊」が意味するもの」（『菊を採る東

籬の下 石川忠久先生星寿記念論文集』汲古書院、2021年）、「召使いをう

たう詩」（『青山語文』第47号、2017年）、「唐代伝奇「定婚店」をめぐる一

考察」（『青山語文』第46号、2016年）、「遺臣のゆれる心――杉浦梅潭に

おける主君の交代」（『明海大学教養論文集 自然と文化』25号、2014年）、

「李賀の詩にみる循環する時間と神仙の死」（『日本中國學會報』第65集、

2013年）、「李賀の詩における時間認識についての―考察――太陽の停止

から破壊へ」（『東方學』第120輯、2010年）など。 

学外での活動 日本中国学会幹事 



― 日 本 文 学 科 ― 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐
さ

藤
とう

 未央子
み お こ

 助教 

博士（国文学） 

主な科目 日本文芸研究特講（５）近代Ａ・Ｂ、大学での
国語力、ゼミナール入門、日本文学Ａ・Ｂ
（ILAC） 

現在の専門分野 日本近代文学（谷崎潤一郎、泉鏡花など）、映
画学 

趣味 Jリーグ観戦、活動弁士・楽士付きの無声映画上
映会への参加 

学生へのメッセージ 多くの先人が紡いできた文学や演劇、映画、漫
画といった表現文化の世界に飛び込んで、ひた
すら揉まれた先に、新たな景色が見えてくると
思います。そして受け身でいるのではなく、自
分自身の言葉を磨いていってください。 

オフィス・アワー 各授業（月・火・木）前後。メール

（mioko.sato.36@hosei.ac.jp）でもお気軽にお

問い合わせください。 

所属学会・団体 日本近代文学会、昭和文学会、日本文学協会、日本映像学会など 

略歴（学歴を含む） 2017年同志社大学大学院文学研究科国文学専攻博士後期課程修了。早稲

田大学研究院客員講師などを経て、2021年法政大学文学部着任。 

業績（著書・論文等） 論文：「谷崎潤一郎の映画受容」（１～６、『同志社国文学』2014～2019

年）、「映画「 葛飾砂子」を辿る――失われた映画を求めて」（『論集 

泉鏡花 第６集』和泉書院、2021年）、「〈理蕃〉のメディア戦略――愛

国婦人会台湾支部の映画利用を基軸として」（『帝国・女性・メディア―

―『台湾愛国婦人』を読む』広島大学出版会、2022年）など。 

著書：『谷崎潤一郎と映画の存在論』（水声社、2022年）  

共著：『台湾愛国婦人 復刻版 別冊 解題・総目次・執筆者索引』（三人

社、2020年。担当：総目次）など。 

学外での活動 早稲田大学総合人文科学研究センター招聘研究員 

mailto:mioko.sato.36@hosei.ac.jp


－ 英 文 学 科 － 
 

 

 

 

 

 

 

 

椎
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な
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み

智
ち

 教授 

Ph.D（Linguistics） 

博士（学術） 

主な科目 英語学演習、英語学概論、英語の文法力、英語・
言語学講義、Public Speaking 

現在の専門分野 コミュニケーション論、文体論、語用論、歴史語
用論、語用論的文体論 
 

趣味 ピアノ、リース作り、街の変なポスターを写真で
収集 

学生へのメッセージ Gather roses while you may. 

オフィス・アワー 木曜4限、椎名研究室（80年館615）事前に予約メ
ールをください(shiina@hosei.ac.jp). 
 

所属学会・団体 日本英語コーパス学会、日本語用論学会、国際文体論学会、国際語用論

学会など  

略歴（学歴を含む） お茶の水女子大学卒業、エジンバラ大学大学院修士課程修了、お茶の水

女子大学大学院博士課程満期退学、ランカスター大学大学院博士課程修

了（Ph.D）、放送大学大学院博士課程修了（博士（学術））。昭和女子大学

専任講師、駿河台大学専任講師を経て、1994年4月より法政大学に。 

業績（著書・論文等） 論文では文体論、ポライトネス、歴史語用論のアプローチで、英語学・日

本語学の研究をしています。論文には、“Stylistics in Teaching 

Literature”,「読者反応批評の可能性」、「社会分析の再構築とは何か」、

「カルチュラル・スタディーズと言語研究」、「清潔というイデオロギ

ー」、「歴史語用論における文法化と語用化」、「歴史語用論の新展開:

方法と課題」などがあります。翻訳書には、D.C.ホイ編『フーコー、批判

的読解』（国文社）、J.ギャロップ『ラカンを読む』（岩波書店）、E.エイ

ベルソン『淑女が盗みにはしるとき』（国文社）、R. ロサルド『文化と真

実』（日本エディタースクール出版部）、S.ホイ『清潔文化の誕生』（紀伊

國屋書店）、Ｒ.ウィリアムズ『キーワード辞典』（平凡社）、F.ジェイム

ソン『目に見えるものの署名』（法政大学出版局）、J.カルペパー＆M.ホー

『新しい語用論の世界』（研究社）などがあります。共編著には『歴史語

用論入門』（大修館）、『歴史語用論の世界』（ひつじ書房）があります。

新しい論文は、『憑依する英語圏テクスト』（2018年、音羽書房鶴見書店）、

『日本語語用論フォーラム２』（2017年、ひつじ書房）、『英語のスタイル』

（2017年、研究社）、『語用論研究法ガイドブック』（2016年、ひつじ書房）、

『はじめての語用論』（2020年、研究社）、『動的語用論の構築へ向けて 第

３巻』（2021年、開拓社）、Variational Studies on Pronominal Forms in 

the History of English (2022, Kaitakusha)などに載っています。現在

の研究テーマは日本語の「させていただく」で、最近出版した『「させて

いただく」の語用論』（2021年、ひつじ書房）、『「させていただく」の使い

mailto:shiina@hosei.ac.jp


－ 英 文 学 科 － 
 

 

 

方』角川新書（2022年、KADOKAWA）、『「させていただく」大研究』（2022

年、くろしお出版）がメディアで注目されています。最新刊は『インポラ

イトネス』（2023年、ひつじ書房）です。 

学外での活動 リコーダー・バンド『スリー・グレイセス』での音楽活動、文科省の教科

用図書検定審議会臨時委員、日本語用論学会評議委員、近代英語協会評議

委員 

 

 利根川
と ね が わ

 真
ま

紀
き

 教授 

文学修士、MA 

主な科目 English 1、English 3、英米文学演習 (9) 

現在の専門分野 アメリカ文学 

趣味 ガーデニング、クラシック音楽 

学生へのメッセージ 卒業するまでにそれぞれ好きな作家や作品に出
会えるといいと思います。 

オフィス・アワー 火曜4限 BT 1404研究室。事前にメールにて予約

の連絡をすること。メールアドレスは 

 tonegawa@hosei.ac.jp 

所属学会・団体 日本アメリカ文学会、日本英文学会、日本フォークナー協会、MLA 

略歴（学歴を含む） 米国インディアナ大学大学院修士課程修了、学習院大学大学院博士課程単

位取得満期退学、法政大学第一教養部助教授を経て、2003年より現職 

業績（著書・論文等） 論文：「ウェルティの『黄金の林檎』におけるマクレイン屋敷の設定──

短編から連作短編集へ」『言語と文化』(2022年)、「ピアノ演奏の先にある

もの──『目覚め』と『黄金の林檎』」『すばる』(2021年)、「CapoteのBreakfast 

at Tiffany’sにおける南部表象──映画を補助線として」『言語と文化』(2021

年)、「“The little girl looking for her mother”──トニ・モリスンの「レシタ

ティフ」と『神よ、あの子を守りたまえ』における娘たちの友情」『言語

と文化』(2020年)、「“Oh, Sophronia, it’s you I want back always”──ヘルマ

ンにおける黒人乳母表象」『アメリカ文学研究』（2019年）、「『目覚め』に

おけるエドナの不在の母をめぐって──<海><草原><音楽>を手がかり

に」『言語と文化』（2019年）、「白人娘たちの「物語記憶」──ミンローズ・

グイン、キャスリン・ストケット、ハーパー・リーと公民権運動」『言語

と文化』（2018年）、「「あたしはルシネル・クレイター、娘もルシネル・ク

レイター」──フラナリー・オコナーにおける娘として書く行為」『言語

と文化』（2013年）、「「言葉もなく進み出て、私は両腕を差し出した」──

グラスゴーの黒人乳母への讃辞」『言語と文化』（2010年）、「「トウの茂み

のそば、水車場の近くに」──キャザー『サフィーラと奴隷娘』の子守唄」



－ 英 文 学 科 － 
 

 

 

『言語と文化』（2009年）、「「長い春と夏に犯した数々の罪が一つの罪悪感

に溶け合って」──カースン・マッカラーズと黒人の母たち」『言語と文

化』（2008年）、「リリアン・スミスの「二つの臍帯」──『奇妙な果実』

と『夢を殺す者たち』を中心に」『言語と文化』(2005年)、「娘にとっての

南部──エリザベス・スペンサーの「暮れがた」」『英語青年』（2004年）

他。編訳書：V.ウルフほか『女たちの時間──レズビアン短編小説集』（平

凡社、1998年）。共訳書：ドイル、メルヴィルほか『クィア短編小説集』

（平凡社、2016年）、レントリッキア編『続：現代批評理論』（平凡社、2001

年）他。 

学外での活動  

 

 

 

 

 

 

 

 日
にっ

中
ちゅう

 鎮
しず

朗
お

 教授 

文学修士 

主な科目 ドイツ語、総合科目、比較文学 

現在の専門分野 ドイツ文学、比較文学・比較文化 

趣味 歌舞伎、落語、喫茶店、アーケード 

学生へのメッセージ どの時代の文学・芸術もそのときの政治・経済・
社会・科学の反映。その時代と現代の政治・経済・
社会・科学に興味を持ちましょう。 

オフィス・アワー 木曜日4時限の時間帯・BT2214研究室、事前にメ
ールにてご連絡ください。nicchu@hosei.ac.jp 

所属学会・団体 日本独文学会、日本比較文学会、国際異文化学会、日本英語文化学会など 

略歴（学歴を含む） 東京大学文学部卒業、東京大学大学院人文科学研究科独語独文学博士後期

課程単位取得満期退学、立正大学助教授、1994年 法政大学第一教養部助

教授、教授を経て2003年4月より現職 

業績（著書・論文等） 著書：『英語文化研究』（2021年 春風社、共著）、『英語文化研究』（2013

年 成美堂、共著）、『英米文学の風景』（2012年 文化書房博文社、共著）、

『英米文学への誘い』（2008年 文化書房博文社、共著）、『異文化のディス

クール』（2002年 文化書房博文社、共著）、『異文化の諸相』（1999年 朝

日出版社、共著）論文：「監視というオブセッション」（2021年 成城大学

経済学会、『木下直也名誉教授退任記念論文集』）、「文学・科学・知の相互

浸透―イシグロ、ダウドナ、ソーカルと学問分野の越境」（2020年 法政

大学 言語・文化センター編『言語と文化』第17号）「知の獲得と語りの

あて先―Kazuo IshiguroのNever Let Me Goにおけるその手続き―」（2019

年 日本英語文化学会編『異文化の諸相』第39号）、「『侍女の物語』にお

ける言語のナラトロジーとストラテジー―論理と語りの揺らぎ―」（2018

mailto:メールアドレスはnicchu@hosei.ac.jp
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年 日本英語文化学会編『異文化の諸相』第38号）、「ピカラの快楽―ピカ

レスク・ロマンとしての『マノン・レスコー』―」（2018年 法政大学 言

語・文化センター編『言語と文化』第15号）、「歴史的、社会的、文学的フ

ァム・ファタル像の変遷―読者志向性・作者・『マノン・レスコー』―」

（2017年 法政大学 言語・文化センター編『言語と文化』第14号）、「テ

クノロジー・文学研究・Web社会（2）―新しい文学研究2.0を切り開く地

平に向けて―」（2016年 法政大学英文学会編『英文学誌』第59号）、「近

代精神におけるファム・ファタルの新しい形―ヴェーデキントの『ルル』

と19世紀末―』（2016年 成城大学共通教育研究センター編「成城大学共

通教育論集」第8号）、「19世紀ヨーロッパ社会における女性の性の排除構

造―『カルメン』・Femme fatale・女性労働者階級」(2016年 法政大学文

学部編「法政大学文学部紀要」第72号）、「テクノロジー・文学研究・Web

社会（１）―新しい文学研究2.0を切り開く地平に向けて―」（2016年 法

政大学英文学会編『英文学誌』第58号）、「ファム・ファタルの輪郭と隠さ

れた物語―キーツのLa Belle Dame sans Merci. A Ballad.の肖像―」（2015

年 法政大学英文学会編『英文学誌』第57号）「噂の機能と内的ユートピ

ア―『最後の物たちの国で』におけるディストピアと疑似ユートピア―」

（2014年国際異文化学会編『異文化研究10』）、「ポール・オースターとフ

ランツ・カフカにおける＜落魄＞・＜偶然＞・＜侵入＞（２）」（2013年 法

政大学 言語・文化センター編『言語と文化』弟10号）、「ポール・オース

ターとフランツ・カフカにおける＜落魄＞・＜偶然＞・＜侵入＞（１）」

（2012年 法政大学 言語・文化センター編『言語と文化』弟9号）「カフ

カ 心理と身体の地平」（2004年 国際異文化学会編『異文化研究1』）、訳

書：ヴォルフガング・ イーザー『虚構と想像力』（2007年 法政大学出版

局、共訳）、ボートー・シュトラウス『住む まどろむ 嘘をつく』（1998

年りぶらりあ選書、法政大学出版局）教科書：『Brücke』（2021年1月 朝

日出版社 共著）報告：「日本比較文学会東京支部 研究報告」No.19-2022

記録「第59回東京支部大会「シンポジウム」傍聴記」（日本比較文学会東

京支部編、2023年, 

研 究 報 告  | jclatokyo 

(hikakutokyo.com)dcf7df_88065bafeb2d4f44b7285754770c625d.pdf 

(hikakutokyo.com) 

学外での活動 国際異文化学会理事、日本英語文化学会理事、日本英語文化学会学会誌編

集長(2018～2022年)、日本比較文学会東京支部運営委員長・幹事(2022年

まで）・2021年度東京支部全国大会準備委員長 

https://www.hikakutokyo.com/report
https://www.hikakutokyo.com/report
https://www.hikakutokyo.com/_files/ugd/dcf7df_88065bafeb2d4f44b7285754770c625d.pdf?index=true
https://www.hikakutokyo.com/_files/ugd/dcf7df_88065bafeb2d4f44b7285754770c625d.pdf?index=true
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 石
いし

川
かわ

 潔
きよし

 教授 

博士（文学）・PhD 

主な科目 言語学概論Ａ、英語・言語学講義Ｂ、情報学入門
（言語データ処理）、言語学講義 I A・B、言語学
演習 (1) A・B、など 

現在の専門分野 統語処理、意味論、音声知覚 

趣味 音楽、夜中の街歩き、水泳、ほか 

学生へのメッセージ 批判なくして進歩なし。URL は 

http://www.i.hosei.ac.jp/~kiyoshi/ 

オフィス・アワー 月曜  16:40～17:40、80年館  903号室（事前に 

kiyoshi@hosei.ac.jp にメールください。zoom の

可能性もあり。） 

 

所属学会・団体 日本認知科学会、日本英語学会、日本言語学会、日本語文法学会、日本言

語情報学会、The Association for Logic, Language and Information など 

略歴（学歴を含む） 早稲田大学（哲学、学士）、東京大学（英語英文学、修士・博士）、University 

of California, Santa Cruz  (Linguistics、フルブライト奨学生）、University of 

Edinburgh （Theoretical & Applied Linguistics, PhD）；1996年４月より法政

大学専任講師、1999年４月より助教授、2004年４月より教授 

業績（著書・論文等） 著書：A Network Theory of Reference. （Indiana University Linguistics Club 

Publications, 1998）；共編：Proceedings of The 18th Pacific Asia Conference on 

Language, Information and Computation. (2004)、Proceedings of The 24th 

Pacific Asia Conference on Language, Information and Computation. (2010)；論

文： Agreement Target Situation. (Language, Information and Computation: 

Proc. of the PACLIC 10, City University of Hong Kong, 1995)、Individuation 

and Reasoning. (Logic, Language and Computation, Vol. 1, CSLI 

Publications/Cambridge University Press, 1996) 、 On Plural Anaphora. 

(Language, Information and Computation: Proc. of PACLIC 12, Chinese and 

Oriental Languages Information Processing Society, Singapore, 1998)、Empty 

Category and the Effect of Teaching in Sentence Processing. （Language, 

Information and Computation: Proc. of PACLIC 17, COLIPS Publications, 

Singapore, 2003；共著）、An Adjacency Constraint on Argument Selection. 

（Proc. of PACLIC 18, 2004；共著）、Temporal Cognition and Activities by 

Situated Agents. (English Linguistics, 22, 2005)、An Activation-based Sentence 

Processing Model of English. （Proc. of PACLIC 20, Huazhong Normal 

University, China, 2006；共著）、「状態述語化と従属節時制の解釈」（『日本

語文法』10, 2010；共著）、The bi-directionality and the graded nature of 

aspectual coercion: An eye-tracking study.（IEICE-TL 2016-20、電子情報通信

学会；共著）、「並列処理の単位としての音素と音節」（『現代音韻論の動向』、

開拓社、2016）、 Mora-based control for the length effect: A self-paced reading 

mailto:kiyoshi@hosei.ac.jp
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study in Japanese.（IEICE-TL 2017-25、電子情報通信学会；共著）など；そ

の他："A Memory-based Account of Some Linear Order Effects in English." 

（The 5th International Forum on Language, Brain, and Cognition / Natural 

Language in Computer and Brain Sciences: Toward a Unified View、仙台、

2005；共著・共同発表）など 

学外での活動 （財）新世代コンピュータ技術開発機構 PSG-WG（オブザーバ、1990－

1992）、Pacific Asia Conference on Language, Information and Computation

（Programme Committee 1996, 1997, 2001, 2002, 2003, 2005, 2007, 2008, 

2009; Organizing Committee 2000; Organizing Co-Chair、2004; a Program 

Chair 2010）、日本認知科学会（大会論文査読 2002, 2003）；Journal of 

Linguistics（論文査読、2016）；日本英語学会（評議員、2007年4月～）；日

本英語教育学会・日本教育言語学会『言語学習と教育言語学：2023年度版』

（論文査読、2023）、など。 

 

 川
かわ

﨑
さき

 貴
たか

子
こ

 教授 

Ph.D.（Linguistics） 

主な科目 「英語音声学A・B」「二年次演習」「応用言語学」
「言語学演習（2）」 

現在の専門分野 理論言語学、なかでも音韻論、第二言語習得 

趣味 野球観戦、スポーツ観戦、音楽鑑賞・ライブ観戦、
など 

学生へのメッセージ 求めよ、さらば与えられん。叩けよ、されば開か
れん。 

オフィス・アワー 金曜日 3時間目 80年館 602号室 状況によって

は Zoomで行います。Zoomの場合には事前にメー

ルでご連絡ください kawasaki@hosei.ac.jp 

所属学会・団体 日本第二言語習得学会、日本認知科学会、日本音韻論学会、International 

Speech Communication Association 

略歴（学歴を含む） 関西学院大学文学部英米文学科卒業、George Mason University, Dept. of 

English M.A.; McGill University, Dept. of Linguistics Ph.D. 2000

年法政大学文学部着任 

業績（著書・論文等） “SV,［voice］and Coda Constraints” （Formal Linguistic Society of 

Mid-America IV Proceedings.Indian University Linguistic Club, 1995）, 

Voicing and Coda Constraints. （McGill University Working Papers in 

Linguistics.Vol.11 1996） , “ Effects  of Instruction on Second 

Language Acquisition of the Japanese Long Distance Reflexive Zibun” 

（Canadian Journal of Linguistics 41,1996, 共著），“The Researcher 
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Gave the Subject a Test about Himself: Problems of Ambiguity and 

Preference in the Investigation of Reflexive Binding” （Language  

Learning 47, 1997, 共 著 ） ,  Coda  Constraints: Optimizing  

Representations  （Ph. D. Dissertation. McGill University, Montreal, 

Canada. 1998）， “Spreading and Final Exceptionality”（『音韻研

究』第3号 開拓社 2000)，“Visual Factors in the Perception of L2 Text 

Difficulty.”（『英文学誌』第49号 2007, 共著),「L2 英語摩擦音の知

覚における高周波数帯域情報の利用」（『法政大学文学部紀要』第65号, 

2012, 共著),「L2知覚における抑制効果—類似度判定タスクによる検証」

（『日本認知科学会第25回大会発表論文集』2014,共著)，"Persistent 

Sensitivity to Acoustic Detail in Non-Native Segments: The Perception 

of English Interdentals by Japanese Listeners.” (English Language 

and Literature, 54. 2014, 共著)，『第二言語習得キーターム事典』(開

拓社 2017, 共訳),「L2音韻カテゴリーの構築過程における音響的手がか

りの利用と抑制─日本語母語話者による英語摩擦音習得─」(『名詞句と

音声・音韻の習得 (第二言語習得モノグラフシリーズ)』くろしお出版 

2017, 共著）「中国語母語話者による日本語のデフォルトアクセントパタ

ーン習得」（『日本認知科学会第37回大会発表論文集』2020,共著)「ベト

ナム語母語話者の日本語歯擦音発話の音響分析」（『日本認知科学会第40

回大会』2023, 共著)他 

学外での活動 日本第二言語習得学会 Second Language 査読 (2022)、Journal of Second 

Language Studies 査読（2022-23）、 L3 Workshop Tokyo 査読 (2023-24)

など。 

 

 

 

 

 

 

 

ブライアン・ウィスナー教授 

Ph.D.（応用言語学） 

主な科目 学部：英語教育学演習、英語表現演習（総合）、2

年次演習 大学院：理論言語学・認知科学A、言
語科学方法論B  

現在の専門分野 第二言語習得・英語教育学 

趣味 コーヒーを飲むこと、読書 

学生へのメッセージ Study hard! 

オフィス・アワー 木曜日昼休み80年館801研究室 

所属学会・団体 大学英語教育学会、全国語学教育学会、外国語教育メディア学会 

略歴（学歴を含む） 学歴：オハイオ大学、M.A.、テンプル大学、Ph.D. 職歴：2008年より法政

大学専任講師、2011年より准教授、2018年より現職 

業績（著書・論文等） 著書：「会話リスニングをTOEICテストで」（鶴見書店、2005年、共著）、
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「新・英検2級サクセスコース」（金星堂、2007年、共著）、「TOEIC TEST 総

合レッスン」（鶴見書店、2007年、共著）、「英語教育学の実証的研究法入

門」（研究社、2012年、共著）、「MY WAY: English Communication I」（三省

堂、2013年、共著）、「MY WAY: English Expression I」（三省堂、2013年、

共著）、「MY WAY: English Communication II」（三省堂、2014年、共著）、「MY 

WAY: English Expression II」（三省堂、2014年、共著）、「MY WAY: English 

Communication III」（三省堂、2015年、共著）、「英検２級 Success Course: リ

ニューアル問題対応」（金星堂、2017年、共著）、「MY WAY: English 

Communication I New Edition」（三省堂、2017年、共著）、「MY WAY: English 

Expression I New Edition」（三省堂、2017年、共著）、「英検２級 マスター

コース: リニューアル問題対応」（金星堂、2018年、共著）、「MY WAY: 

English Communication II New Edition」（三省堂、2018年、共著）、「MY WAY: 

English Expression II New Edition」（三省堂、2018年、共著）、「MY WAY: 

English Communication III New Edition」（三省堂、2019年、共著）。 論文：

“Developing English Typing Software Based on the JACET 8000 Word List”

（LET 2004 Conference Proceedings, 2004年、共著）、“Benefits of Going 

Multimedia”（JALT 2004 Conference Proceedings, 2005年）、“Acquisition of the 

Easy-to-V Structure”（中部大学国際関係学部紀要第35号、2005年）、“PASEO

—A Model Pre-Academic Language Program”（中部大学教育研究第5号、2006

年、共著）、“Classical Item Analysis of an In-House English Placement Test: 

Issues in Appropriate Item Difficulty and Placement Precision”（JACET 中部支

部紀要第5号、2007年、共著）、「古典的項目分析とラッシュモデリングを

用いた英語熟達度テストの分析」（高崎経済大学論集 第50巻第3・4合併

号、2008年、共著）、“An Analysis of the Oxford Placement Test and the 

Michigan English Placement Test as L2 Proficiency Tests”（法政大学文学部紀

要 第58号、2009年、共著）、“Anxiety, Fluency, and Proficiency in L2 Writing”

（英文学誌 第52号、2010年、共著）、“Applying the Rasch Model in the 

Validation of a Test of Metalinguistic Knowledge”（法政大学文学部紀要 第 

61 号、 2010 年、共著）、“Validating a Second-Language Oral Skills 

Self-Assessment Instrument”（JACET 中部支部紀要9号、2011年、共著）、

“L2 Tasks and Educational Contexts in Japan: A Qualitative Analysis of 

Japanese High School English Teachers' Beliefs” （JABAET Journal 16、2012

年、共著）、“Dimensionality in the Measurement of the Two-Axis Model of 

Learning Motivation”（法政大学文学部紀要 第 65号、2012年、共著）、

“Reexamining Japanese EFL Learners' Demotivating Factors”（英文学誌 第55

号、2013年、共著）、他 

学外での活動  
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 山
やま

崎
ざき

 暁
あき

子
こ

 教授 

学術修士、MA in Children’s 

Literature 

主な科目 English 2、English 3、2年次演習、英米文学演
習 

現在の専門分野 イギリス児童文学 

趣味 映画や演劇の鑑賞、読書 

学生へのメッセージ 現代では即効性が重視される傾向がありますが、
学問とは結果が出るまでに時間のかかるもので
す。大学では一生学び続けるための土台となる知
識、技法、ものの見方を身につけてください。 

オフィス・アワー 金曜4限、BT1305研究室（状況によってはZoomに
なるため、事前にメールで連絡してください。メ
ールアドレスはyamaz@hosei.ac.jp） 

所属学会・団体 英語圏児童文学会、International Research Society for Children’s 

Literature 

略歴（学歴を含む） 東京大学卒業、東京大学大学院総合文化研究科修士課程修了、博士課程単

位取得満期退学、サリー大学ローハンプトン校ＭＡ修了、埼玉工業大学准

教授を経て、2014年より法政大学准教授、2021年より現職 

業績（著書・論文等） 論文： “Why Change Names? On the Translation of Children’s Books” 

（Children’s Literature in Education Vol. 33, No. 1, 2002年）、「物

語の限界を超えて―ダイアナ・ウィン・ジョーンズ作品における求心力と

遠心力」（『ネバーランド』Vol. 2、2005年）、 “Otherness Through Elves: 

Into Elfland and Beyond” （Children’s Literature in Education Vol. 

39, No. 4, 2008年）、「物語における笑い―ダイアナ・ウィン・ジョーン

ズと宮藤官九郎」（『埼玉工業大学人間社会学部紀要』第9号、2011年）、「ア

ニメ映画『ハウルの動く城』を通して見る小説Howl’s Moving Castle」（『英

文學誌』第58号、2016年）、「アダプテーションと経済性―小説Howl's 

Moving Castleの場合」（『英文學誌』第62号、2020年）他。訳書：ポール・

オースター編『ナショナル・ストーリー・プロジェクト』（共訳、新潮社、

2005年）、マルカム・ラウリー『火山の下』（共訳、白水社、2010年）、ポ

ール・オースター、J. M. クッツェー『ヒア・アンド・ナウ 往復書簡

2008-2011』（共訳、岩波書店、2014年）、ジャネット・フレイム『潟湖』

（白水社、2014年） 、ジュリアン・バーンズ『アーサーとジョージ』（共

訳、中央公論新社、2016年）、オルハン・パムク『パムクの文学講義 直

感の作家と自意識の作家』（岩波書店、2021年） 

学外での活動  
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 教授 

博士（文学） 

主な科目 基礎ゼミ、二年次演習、英語学概論、英語学講義、
英語史、英語学演習(1) 

現在の専門分野 英語学・英語史 

趣味 スポーツ観戦、世界遺産巡り、食べ歩き 

学生へのメッセージ 大学生活は長いようで短いです。後悔しないよう
にいろいろなことにチャレンジしてください。 

オフィス・アワー 水曜 12:30-13:30  研究室80年館619号室 

所属学会・団体 日本英文学会、近代英語協会、英語コーパス学会、日本中世英語英文学会、

英語史研究会 

略歴（学歴を含む） 広島大学大学院文学研究科博士課程修了、鳥取大学教育学部、広島修道大

学商学部を経て、2021年より現職 

業績（著書・論文等） 「第６章 Shakespeareの英語」『英語教師のための英語史』 （2018年 開

拓社）、‘A pragmatic study of tag questions in Shakespeare’ The 

Pleasure of English Language and Literature （2018年 渓水社）、「初

期近代英語期における付加疑問文について」『言葉で広がる知性と感性の

世界―英語・英語教育の新地平を探る―』（2016年 渓水社）、 

 ‘ Pronominal Variation and Grammaticalization of look-forms in 

Early Modern English. ’Language and Style in English Literature   

（2016年 渓水社)、「初期近代英語期における仮定法の衰退とI thinkの

文法化」『歴史語用論の世界』（2014年 ひつじ書房）、「第3章 文法化と

（間）主観化」Elizabeth Closs Traugot（著） 福元広二（訳）『歴史語

用論入門』（2011年 大修館書店）、「第5章 初期近代英語におけるComment 

clause」『Comment Clauseの史的研究ーその機能と発達ー』（2010年 英潮

社）、「Shakespeareにおける命令文主語と文法化」『英語研究の次世代に向

けて』（2010年 ひつじ書房）、 『英語史でわかるイギリスの地名』 （2005

年 英光社 共訳）、『シェイクスピアの英語』（1998年 松柏社 共訳） 

学外での活動 近代英語理事、英語コーパス学会編集委員、英語史研究会大会準備委員長 
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    博士（文学）        

主な科目 英米文学講義、英米文学演習、Comparative 

Culture、比較文化論、２年次演習、基礎ゼミ 

現在の専門分野 アメリカ文学、環境文学、ポップカルチャー批評 

趣味 書店・喫茶店めぐり 

学生へのメッセージ おもしろいと思えることを究め、自分の言葉で世
界に発信できる力を一緒に育てていきましょう。 

オフィス・アワー 金曜 12:30〜14:30、80 年館 601 号室 

事前にメールで予約の連絡をして下さい。 

メールアドレス：keitahatooka@hosei.ac.jp 

所属学会・団体 日本アメリカ文学会、アメリカ学会、日本英文学会、ASLE-Japan（文学・

環境学会） 

略歴（学歴を含む） 学歴：神奈川県立川和高校卒業、千葉大学文学部卒業、慶應義塾大学大学

院文学研究科博士前期課程修了、慶應義塾大学大学院文学研究科後期博士

課程修了。 

職歴：2007年より明治大学専任講師、2010年より同大学専任准教授、2018

年より同大学専任教授、2024年より現職。 

業績（著書・論文等） 単著：『スーザン・ソンタグ』（集英社新書、2023年）、Thomas Pynchon's 

Animal Tales（Lexington Books、2022年）、『映画ノベライゼーション

の世界』（小鳥遊書房、2020年）、『教師の悩みは、すべて小説に書いてあ

る』（小鳥遊書房、2019年）、『映画原作派のためのアダプテーション入門』

（彩流社、2017年）、『ロケットの正午を待っている』（港の人、2016年）、

『ラノベのなかの現代日本』（講談社現代新書、2013年）、『動物とは「誰」

か？』（水声社、2012年）、『コンテンツ批評に未来はあるか』（水声社、

2011年）、『ピンチョンの動物園』（水声社、2011年）、『オープンスペース・

アメリカ』（左右社、2009年）。 

共著：『アメリカ文学と大統領』（南雲堂、2023年）、『批評理論を学ぶ人

のために』（世界思想社、2023年）、Reading Cats and Dogs（Lexington 

Books、2020年）、『文学の環境を探る』（玉川大学出版部、2020年）、『読

書空間、または記憶の舞台』（風濤社、2017年）、『環境人文学』（第Ⅱ巻、

勉誠出版、2017年）、『ボブ・ディラン（文藝別冊）』（河出書房新社、2016

年）、『岩波講座 現代』（第8巻、岩波書店、2016年）、『トマス・ピンチ

ョン』（彩流社、2014年）、『アメリカ文学入門』（三修社、2013年）、『あ

めりか いきものがたり』（臨川書店、2013年） 

学外での活動 文学・環境学会評議員 
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 准教授 

Ph.D.in English 

主な科目 文学研究方法論、米文学史、英語圏文学研究、英
米文学演習、二年次演習 

現在の専門分野 アメリカ文学・文化 

趣味 動物園に行くこと、公園の猫と遊ぶこと 

学生へのメッセージ ムチャや背伸びから生まれる本物もきっとある 

オフィス・アワー 火曜4限および木曜3限、80年館901号室 

事前にメールで予約の連絡をしてください。 

メールアドレス：nkojima@hosei.ac.jp 

所属学会・団体 日本アメリカ文学会、アメリカ学会、日本英文学会、Modern Language 

Association、日本ヘンリー・ジェイムズ協会、日本ウィリアム・フォーク

ナー協会 

略歴（学歴を含む） 学歴：埼玉県立浦和高校卒業、東京大学教養学部卒業、東京大学大学院総

合文化研究科修士課程修了、同博士後期課程単位取得満期退学、ニューヨ

ーク州立大学オールバニ校英文科博士課程修了。 

職歴：2016年より法政大学文学部助教、2019年より専任講師、2023年より

現職 

業績（著書・論文等） 共著：『アメリカ文学入門［新版］』（2023年、三修社）、『文学概念入門：〈ミ

メーシス〉から〈セクシュアル・ポリティクス〉まで』（2021年、松柏社） 

論文：「ジェイムズのキャリア転換期における「南部」の断続的回帰」（『ア

メリカ文学』第84号、2023年）、「「国際小説家」が南部と出会うとき──

ヘンリー・ジェイムズの再建期」（『フォークナー』第24号、2022年）、「“My 

Beth”――Little Womenにおけるベスの病とジョーのキャリア」（『英文學

誌』第63号、2021年）、「Transbellumとは何か、あるいは作者の不死につい

て――アメリカ文学研究のTemporal Turnとその帰結」（『英文學誌』第62

号、2020年）、「ギルバート・オズモンドはどこ出身か――The Portrait of a 

Ladyと南北和解のナラティブ」（『英文學誌』第60号、2018年）、「アメリカ

作家の自己形成――ヘンリー・ジェイムズのヨーロッパ旅行と初期紀行

文」（『英文學誌』第59号、2017年）、「What Mary Knew: The Location of the 

Reader in Charles Brockden Brown’s Edgar Huntly」（『ストラータ』第26号、

2013年）、「「視点」の創出と初期ヘンリー・ジェイムズの自己形成 

1869-1870」（『言語態』第11号、2011年）、「生きるジャック／死ぬマーテ

ィン――Jack LondonのMartin Edenにおける「作者」の位置」（『アメリカ

太平洋研究』第10号、2010年）、「The Author’s Metamorphosis: The Location 

of ‘the Author’ in John Barth’s LETTERS」（『言語情報科学』第8号、2010年） 

学外での活動 日本アメリカ文学会東京支部事務局幹事、日本ヘンリー・ジェイムズ協会

編集委員 
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 准教授 

Ph.D. in English 

主な科目 英文学史、英米文学講義、世界文学講義、英米文
学演習、基礎ゼミ 

現在の専門分野 英文学、ユートピア文学・思想 

趣味 絵を描くこと、読書、映画・ラジオ鑑賞、筋トレ 

学生へのメッセージ 学生時代にぜひ、「これは自分のために書かれた
のだ」と思えるような作品に出会ってください。 

オフィス・アワー 金曜昼休み、80年館 616号室。事前にメールで予

約してください（h_ozawa@hosei.ac.jp）。Zoom の

可能性もあります。 

所属学会・団体 日本英文学会、Society for Utopian Studies、International Aldous Huxley 

Societyほか 

略歴（学歴を含む） 神奈川県立平塚江南高校卒業、一橋大学法学部卒業、同大学院言語社会研

究科修士課程修了、東京大学大学院総合文化研究科博士課程単位取得退

学、ロンドン大学キングズ・カレッジ英語英文学科博士課程修了。2017

年より明治大学商学部専任講師、2020年より同准教授、2023年より現職。 

業績（著書・論文等） 著書： Wastelands and Wonderlands: Essays on Utopian and Dystopian Fictions 

(SUNY Press, 2024, 共著), Critical Insights: Frankenstein (Salem Press, 2024, 

共著), Babel Transverses: Aldous Huxley (Effigi, 2024, 共著), Orientalism and 

Reverse Orientalism in Literature and Film (Routledge, 2021, 共著), 論文：

“Lost Horizon Revisited” (The James Hilton Newsletter, 59, 2021), 「「あらゆる

世界を最大限活かす」ユートピア主義」 (『明治』 , 89, 2021), “The 

Mother-Child Relationship in E. M. Forster’s ‘The Machine Stops’ and Aldous 

Huxley’s Brave New World” (Language and Literary Studies of Warsaw, 10, 

2021), “Aldous Huxley and D. T. Suzuki” (Aldous Huxley Annual, 19, 2020), 

“The Vestiges of Imperialism in Aldous Huxley’s Brave New World” (Op.Cit.: A 

Journal of Anglo-American Studies, 2nd Series 8, 2019), “Utopia and Totality in 

Aldous Huxley’s Later Work” (『明治大学教養論集』, 543, 2019), “‘Something 

Seemed to Be Lacking in Her’: The Maternal and the Feminine in Aldous 

Huxley’s Point Counter Point” (Aldous Huxley Annual, 17/18, 2019), 「南方熊

楠とH.G.ウェルズ」(『ヴィクトリア朝文化研究』, 16, 2018), “‘Need a Bit of 

Anthropology’: Aldous Huxley’s Eyeless in Gaza and Ada Chesterton’s In 

Darkest London” (『明治大学教養論集』, 533, 2018), “The Uncanny Self: The 

Great War, Psychoanalysis and Aldous Huxley’s ‘Farcical History of Richard 

Greenow’” (Aldous Huxley Annual, 15, 2016), “An Introduction to the ‘Savage 

Reservation’ in Brave New World” (British Fantasy Society Journal, 16, 2016), 

“Identity Paradoxes: The Self and Others in the Literature of Aldous Huxley” 
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(Ph.D. Thesis, King’s College London, 2016), “John and Ishi, ‘Savage’ Visitors 

to ‘Civilization’: A Reconsideration of Aldous Huxley’s Brave New World, 

Imperialism and Anthropology” (Aldous Huxley Annual, 12/13, 2014), 翻訳：サ

ンダー・Ｌ・ギルマン著『肥満男子の身体表象』(法政大学出版局, 2020), フ

レドリック・ジェイムソン他著『アメリカのユートピア』(書肆心水, 2018, 

共訳)ほか 

学外での活動  
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 専任講師 

Ph.D.in English and 

Comparative Literature 

主な科目 「基礎ゼミ」「二年次演習」「英語表現演習 
(Writing)」「英米文化概論」「Seminar in 
Cross-cultural Studies」 

現在の専門分野 英米文学 

趣味 映画鑑賞 

学生へのメッセージ 大学は長い人生のなかで唯一自由に知的探求が
できる場所なので、ぜひ活用してください。 

オフィス・アワー 木曜日昼休み 80年館６１８号室 事前にメー
ル（yukitanaka@hosei.ac.jp）で連絡してくださ
い。 

所属学会・団体 International Yeats Society、Modernist Studies Association 

略歴（学歴を含む） 山口県立柳井高等学校卒業、College of William and Mary英文学部卒業, 

University of Chicago人文学修士課程修了、Washington University in 

St. Louis英文学博士課程修了 

業績（著書・論文等） Séance in Daylight (詩集 2018年10月、Bull City Press)、 日本の近

代詩の英訳、英米文学に関する論文（特に詩） 

学外での活動 文芸誌Bat City Reviewの詩の編集 (2017-18) 
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 専任講師 

Ph.D.（Language and Linguistics） 

主な科目 言語習得論演習、English 1、English 2 

現在の専門分野 言語学（第二言語習得、指導の効果を検証する英
語教育研究） 

趣味 旅行、街歩き、片付け 

学生へのメッセージ 私たち人間がどのように「ことば」を習得するの
か、母語獲得と第二言語習得の比較から考えてみ
ましょう。 

オフィス・アワー 月曜 3 限、富士見坂校舎 6 階 1 研究室。事前にメ

ールで予約の連絡をしてください。メールアドレ

ス：tkondo@hosei.ac.jp 

所属学会・団体 日本第二言語習得学会、言語科学会、全国英語教育学会、中部地区英語

教育学会 

略歴（学歴を含む） University of Essex, Department of Language and Linguistics, M.A.; University 

of Essex, Department of Language and Linguistics, Ph.D.; 静岡県立大学国際

関係学部助教を経て、2022年4月より現職。 

業績（著書・論文等） 著書：「自動詞の過剰受動態化の原因」(『第二言語習得研究の科学1 言語

の習得』くろしお出版 2023), 「日本語母語話者による英語非対格動詞の

過剰受動化現象に関する考察：主語名詞句の有生性と動詞の完結性の観

点から」(『第二言語習得研究モノグラフシリーズ4：第二言語習得研究

の波及効果 コアグラマーから発話まで』くろしお出版 2020, 共著),「第

二言語学習者による自動詞の習得：統語構造と動詞の完結性の観点からの

検証」(『第二言語習得研究モノグラフシリーズ3：言語習得研究の応用可

能性理論から指導・脳科学へ』くろしお出版 2019), “Explicit instruction on 

English verb structures in L2 classrooms” (New Perspectives on the 

Development of Communicative and Related Competence in Foreign Language 

Education, De Gruyter Mouton, 2018, 共著)；論文：“Effects of Explicit 

Instruction on Intransitive and Transitive Verbs in Second Language English: 

with a Special Focus on Non-Instructed Verbs” (Annual Review of English 

Language Education in Japan, 31, The Japan Society of English Language 

Education, 2020, 共著), “The Learning and Teaching of Inanimate Subjects: 

The Case of Japanese Learners of English” (Annual Review of English Language 

Education in Japan 30, The Japan Society of English Language Education, 

2019, 共著), “Occurrences of Unaccusative Verbs in English Textbooks and 

Their Acquisition” (『中部地区英語教育学会紀要』45巻, 2016, 共著),「第二

言語習得における他動詞の誤り：自動詞構造の過剰般化」(『中部地区英

語教育学会紀要』43巻 , 2014),  “Overpassivization in second language 



－ 英 文 学 科 － 
 

 

acquisition” (International Review of Applied Linguistics in Language Teaching 

43, 2005); 翻訳：『第二言語習得キーターム事典』（開拓社, 2017, 共訳） 

学外での活動 日本第二言語習得学会運営委員 
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 教授 

文学修士 

主な科目 日本考古学演習 

現在の専門分野 東日本の弥生時代社会 

趣味 演劇・映画鑑賞 

学生へのメッセージ 失敗を恐れず、顔を上げて進んでほしい。 

オフィス・アワー 月曜17：00-18：30（BT15階1501） 
jogura@hosei.ac.jpにメール予約してください。 

所属学会・団体 日本考古学協会、法政考古学会、法政大学史学会、西相模考古学会 

略歴（学歴を含む） 1998年法政大学大学院人文科学研究科日本史学専攻博士後期課程満期退

学、1998年東京芸術大学大学院美術研究科文化財保存学専攻システム保存

学助手、1998年財団法人横浜市ふるさと歴史財団学芸課学芸係（横浜市歴

史博物館）、2004年法政大学文学部専任講師、2012年同准教授、2018年同

教授 

業績（著書・論文等） 著書・論文：「宮ノ台式の地域差と周辺-宮ノ台式土器分布域の東側から-」

『考古学リーダー5 南関東の弥生土器』（2005）六一書房、「印旛沼をめ

ぐる弥生文化」『考古学ジャーナル』557号（2007）ニュー・サイエンス社、

「小シーボルトと日本考古学の黎明期」『小シーボルトと日本の考古・民

族学の黎明』（2011）同成社、「関東地方における弥生時代の溝」『論集 環

濠集落の諸問題 2015』（2015）環濠論集刊行会、「弥生時代中期の南関東

地方における環濠の造営時期」『法政考古学』第43集（2017）法政考古学

会、「弥生時代中期後半における方形周溝墓出土土器群の検討─成田市押

畑子の神遺跡の事例から─」『山本暉久先生古稀記念論集 二十一世紀考

古学の現在』（2017）六一書房、「早渕川流域における弥生時代中期環濠集

落の形成時期─権田原遺跡の検討を中心として─」『法政考古学』第45集

（2019）法政考古学会、「東日本の環濠集落からみた午王山遺跡」『埼玉県

和光市午王山遺跡総括報告書』和光市埋蔵文化財調査報告書 第66集 和

光市教育委員会（2019）、「権田原遺跡の環濠─大塚遺跡との比較を通じて

─」『法政考古学』第47集（2021）、「土器と集落からみる弥生時代中期の

南関東」『南関東の弥生文化―東からの視点―』大阪府立弥生文化博物館

（2022）、等 

学外での活動 和光市午王山遺跡調査指導委員会委員、板橋区立郷土博物館運営協議会委

員等 

mailto:jogura@hosei.ac.jp
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 教授 

文学修士 

主な科目 日本古代史演習 

現在の専門分野 日本古代中世史、北方史、敦煌吐魯番学、電子史
料学 

趣味 オペラ鑑賞・男声合唱、コントラクトブリッジ、
山スキー、利き酒 

学生へのメッセージ 大学は多様な価値観との出会いの場です。自分と
違った価値観をいろいろと受けとめてください。 

オフィス・アワー 金曜日２限BT1516号研究室。事前にメールにて予
約の連絡をすること。メールアドレスは
oguchim@hosei.ac.jp。 

所属学会・団体 史学会、日本古文書学会、法制史学会、木簡学会、東方学会、日本歴史学

会、国史研究会、漢字文献情報処理学会他。 

略歴（学歴を含む） 1985年東京大学大学院人文科学研究科博士課程単位取得、同年弘前大学人

文学部講師、1987年同助教授を経て、1996年本学教授着任。2002～2003

年ベルリン・フンボルト大学客員研究員、2006年～2012年同大学客員教授。

2006年～2010年学習院大学非常勤講師。2012年デュッセルドルフ・ハイン

リッヒ=ハイネ大学客員教授、パリ国立高等研究実習院招聘教授、2014年

～国立歴史民俗博物館共同研究員。2018年～国際日本文化研究センター共

同研究員 

業績（著書・論文等） 『デジタル古文書集 日本古代土地経営関係史料集成 東大寺領・北陸

編』（同成社、1999年）、『津軽安藤氏と北方世界』（編著、河出書房新社、

1995年）、『北の環日本海世界』（共編、山川出版社、2002年）、『土地と在

地の世界を探る』（共著、山川出版社、1996年）、『北の内海世界』（共著、

山川出版社、1999年）、『土地所有史』（共著、山川出版社、2002年）他 

学外での活動 日本古文書学会会長、国史研究会顧問、東北史学会評議員、港区史執筆者

他 

mailto:メールアドレスはoguchim@hosei.ac.jp
mailto:メールアドレスはoguchim@hosei.ac.jp
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 准教授 

博士（文学） 

主な科目 日本中世史演習、日本古文書学、日本史特講、日
本史概説。 

現在の専門分野 日本中世史、東アジア国際交流史、日本仏教史。 

趣味 身近な自然の観察。 

学生へのメッセージ 平凡な毎日に満足せず、新しいことに挑戦して下
さい。そこから未来は拓けてきます。 

オフィス・アワー 木曜日14時から15時（BT15階1502）。事前にメー
ルで予約の連絡をすること。メールアドレスは
<ohtsuka@hosei.ac.jp>。 

所属学会・団体 史学会、日本歴史学会。 

略歴（学歴を含む） 2007年11月東京大学大学院人文社会系研究科博士課程修了、2013年4月法

政大学文学部史学科専任講師、2020年4月同准教授。 

業績（著書・論文等） 『中世の寺院と都市・権力』（共著、山川出版社、2007年）、『「人のつなが

り」の中世』（共著、山川出版社、2008年）、『中世禅律仏教論』（単著、山

川出版社、2009年）、『日本の対外関係4  倭寇と「日本国王」』（共著、吉

川弘文館、2010年）、『戦後歴史学用語辞典』（共著、東京堂出版、2012年）、

『週刊朝日百科 新発見！日本の歴史21 鎌倉時代4 鎌倉仏教の主役は

誰か』（共著、朝日新聞出版、2013年）、『中世寺社の空間・テクスト・技

芸』（共著、勉誠出版、2014年）、『鎌倉研究の未来』（共著、山川出版社、

2014年）、『日本史のまめまめしい知識 第1巻』（共著、岩田書院、2016年）、

『南朝研究の最前線』（共著、洋泉社、2016年→朝日新聞出版、2020年）、

『中世の門跡と公武権力』（共著、戎光祥出版、2017年）、『古代国家と北

方世界』（共著、同成社、2017年）、『日宋貿易と仏教文化』（単著、吉川弘

文館、2017年）、『征夷大将軍研究の最前線』（共著、洋泉社、2018年）、『初

期室町幕府研究の最前線』（共著、洋泉社、2018年）、『日本史のまめまめ

しい知識 第3巻』（共著、岩田書院、2018年）、『戦国僧侶列伝』（共著、星

海社、2018年）、『日本中世史講義』（共著、筑摩書房、2019年）、『国宝一

遍聖絵の全貌』（共著、高志書院、2019年）、『日本宗教史3 宗教の融合と

分離・衝突』（共著、吉川弘文館、2020年）、『「唐物」とは何か』（共著、

勉誠出版、2022年）、『鎌倉仏教』（共著、大蔵出版、2023年）。 

学外での活動 なし。 
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 准教授 

博士（文学） 

主な科目 日本史概説Ⅲ、日本近世史演習、日本近世史料学 

現在の専門分野 日本近世史、都市論、記憶論 

趣味 書画骨董 

学生へのメッセージ 「学藝を以て性を養ふべし」（秋艸道人）。博物
館・美術館でたくさん良いものをみること。 

オフィス・アワー 月曜12:30～13:00（BT1504研究室） 
事前にメール(kmatsumoto@hosei.ac.jp)にて予
約の相談をすること。 

所属学会・団体 関東近世史研究会（評議員）、社会経済史学会、地方史研究協議会、都市

史学会、日本アーカイブズ学会、日本古文書学会、日本史研究会、白山史

学会、比較都市史研究会、法政大学史学会、歴史学研究会 

略歴（学歴を含む） 2007年東洋大学大学院文学研究科修了、2005年世田谷区立郷土資料館歴史

専門調査員、2010年東洋大学文学部助教、2014年武蔵野市立武蔵野ふるさ

と歴史館学芸員、2015年本学助教着任 

業績（著書・論文等） 『江戸の都市化と公共空間』（塙書房、2019年）ほか  

学外での活動 世田谷区史編さん委員、世田谷区立郷土資料館運営委員 

 

内
ない

藤
とう

 一
かず

成
なり

 准教授 

博士（歴史学） 

主な科目 日本近代史、日本近代史料学、日本近代史演習、

日本史概説Ⅳ 

現在の専門分野 日本近現代史 

趣味 ドライブ 

学生へのメッセージ 「賢者は歴史に学ぶ」といわれます。過去を知る

ことを通じて未来を拓く糧を得ていきましょう。 

オフィス・アワー 月曜日15時00分から16時00分 

内藤研究室（BT1505） 

所属学会・団体 日本歴史学会、史学会、日本史研究会、大阪歴史学会、九州史学研究会、

日本アーカイブズ学会、砂防学会 

略歴（学歴を含む） 1990年3月愛知学院大学文学部歴史学科卒業、1996年3月日本大学大学院日

本史専攻博士後期課程単位取得退学、青山学院大学にて学位取得。宮内庁

書陵部主任研究官、国際日本文化研究センター共同研究員等を経て、2022

年4月より現職。 
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東洋史 

業績（著書・論文等） 『貴族院と立憲政治』（思文閣出版、2005年）、『貴族院』（同成社、2008

年）、『華族令嬢たちの大正・昭和』（共編、吉川弘文館、2011年）、『三島

和歌子覚書』（共編、芙蓉書房出版、2011年）、『田健治郎日記』第3・7巻

（共編、芙蓉書房出版、2012・2018年）、『河井弥八日記〈戦後篇〉』全5

巻（共編、信山社出版、2015～20年）、『三島弥彦 伝記と史料』（共編著、

芙蓉書房出版、2019年）、『三条実美』（中央公論新社、2019年）、『「明治」

という遺産－近代日本をめぐる比較文明史－』（共著、ミネルヴァ書房、

2020年）、『新編旧話会速記〈新訂版〉』（共編著、芙蓉書房出版、2022年）、

『東京10大学の150年史』（共著、筑摩書房、2023年）、『弥彦と啄木－日露

戦争の日本と二人の青年』（芙蓉書房出版、2024年） 

学外での活動 日本歴史学会評議員 
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 教授 

博士（人間・環境学） 

主な科目 「東洋史概説Ⅰ・Ⅱ」「東洋史物質資料演習」「東
洋考古・美術史」「東洋史外書講読Ⅰ」ほか 

現在の専門分野 中国考古学・中国古代歴史地理学 

趣味 旅行（ひたすら歩くこと） 

学生へのメッセージ 在学中、頭の柔らかい内の語学の習得を勧めま
す。また、留学や旅行を通じて知見の拡大に努め
てください。 

オフィス・アワー 2024年度はサバティカルのため不在 

所属学会・団体 東方学会、日本中国考古学会、秦漢史研究会、魏晋南北朝史学会、唐代史

研究会、朝鮮史研究会ほか 

略歴（学歴を含む） 1991年3月法政大学大学院人文科学研究科博士課程単位取得満期退学、

2010年7月京都大学大学院人間・環境学研究科博士（論文）学位取得。中

国洛陽外国語学院特聘教授、東京大学東洋文化研究所特任研究員を経て、

2013年3月法政大学文学部准教授、2016年3月同教授 

業績（著書・論文等） 単著：『東漢魏晋南北朝都城境域研究』洛陽博物館文化叢書、2009年、『千

年帝都洛陽―その遺跡と人文・自然環境―』雄山閣、2010年、『後漢魏晋

南北朝都城境域研究』雄山閣、2013年。共著：『水経注疏訳注・渭水編』

東洋文庫、（上）2008年、（下）2011年、『千年帝都洛陽―洛陽の遺跡と観

光―』龍門石窟研究院・河南人民出版社、2009年、『水経注疏訳注・洛水

伊水編』東洋文庫、2015年、『古代東アジアの道路と交通』勉誠出版、2011

年、『関野貞大陸調査と現在』東京大学東洋文化研究所、2012年、同Ⅱ、

2014年、「太行陘・白陘古道の歴史的意義―古道関連の関塞・集落遺址調
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査を踏まえて」『中国前近代の関津と交通路』京都大学学術出版会、2022

年ほか。論文：「東漢洛陽城都城境域與洛陽八関」『洛陽博物館建館50周年

論文集』大象出版社、2008年、「漢魏洛陽城の都市空間」『史潮』新67号、

歴史学会、2010年、「漢魏洛陽城穀水水文考」『東洋史研究』71巻2号、東

洋史研究会、2012年、「函谷関遺跡考証―四つの函谷関遺跡について―」

『東京大学東洋文化研究所紀要』169冊、2016年、「隋唐皇帝陵遺址の現状

と課題」『唐代史研究』25号、2022年ほか。調査報告：「洛陽における都城

遺跡の保護とその問題点」『中国考古学』11号、日本中国考古学会、2011

年、「大青山北麓の六鎮関連遺跡」『大青山一帯の北魏城址の研究』、2013

年、「城壁・烽火台遺構よりみた潼関城址」『国際シンポジウム「前近代中

国における交通路と関津に関する環境史学的研究」』2017年ほか 

学外での活動 唐代史研究会元会長、東洋文庫研究員、世界文化遺産洛陽龍門石窟客員研

究員など 

 

 

 

 

 

 

宇都宮
うつのみや
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 教授 

博士（文学） 

主な科目 「東洋史序説」「東洋史概説Ⅲ・Ⅳ」「東洋中世史」 

現在の専門分野 前近代東アジアの都市・交通・水利・交流 

趣味 ウォーキング 

学生へのメッセージ 覚える歴史ではなく考える歴史を心がけ、毎日の
生活に歴史を見出して社会生活に役立ててくだ
さい。 

オフィス・アワー 木曜日12：30～13：00、一口坂校舎 
meisheng373737.2@gmail.com(学生専用) 
 

所属学会・団体 中国水利史研究会、アジア歴史地理情報学会 

略歴（学歴を含む） 東京大学大学院人文社会系研究科博士課程で博士（文学）取得。洛陽大学

（現洛陽理工学院）副教授。東洋文庫若手研究員、法政大学兼任講師を経

て2021年本学着任。 

業績（著書・論文等） 単著：『隋唐洛陽の都城と水環境』雄山閣、2023年、共著：平勢隆郎、宇

都宮美生、野久保雅嗣編『東洋文化研究所蔵山本照像館等撮影中国史跡写

真目録』東京大学東洋文化研究所附属東洋学研究情報センター、2017年。

論文：「中世の中国商人の博多滞在形態の変化」（王鉄橋・姚灯鎮主編『東

亜日本学国際研討会論文集：国際化視野中的日本学研究―紀念胡振平教授

従教45周年』中国、南開大学出版社、2007年、「隋唐洛陽城における河川、

運河と水環境」（『中国水利史研究』37、2008年）ほか。 

学外での活動 洛陽市国際経済文化交流協会東京事務所副所長、東洋文庫研究員 
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 専任講師 

博士（文学） 

主な科目 西洋史概説I、西洋史概説II、西洋史特講I、西洋

古代史、西洋史外書講読I、西洋前近代史演習 

現在の専門分野 古代ローマ政治史・法制史 

趣味 料理 

学生へのメッセージ 史料と思考。歴史学の二つの武器を駆使して、人

びとが残した足跡をたどる旅に出かけましょう。 

オフィス・アワー 木曜日お昼休み（個人研究室:BT1507） 

事前にメールにて予約の連絡をすること。 

メールアドレスは（uchida@hosei.ac.jp） 

所属学会・団体 史学会、日本西洋古典学会、地中海学会、Roman Society 

略歴（学歴を含む） 2020年2月東京大学大学院人文社会系研究科欧米系文化研究専攻西洋史学

専門分野博士課程修了、2022年4月東京大学文学部・大学院人文社会系研

究科助教、2023年4月より現職。 

業績（著書・論文等） 共著：『名著で読む世界史120』（山川出版社、2016年）。論文：「共和政期

ローマの執政官選挙と優先投票ケントゥリア（Centuria Praerogativa）」、

（『西洋古典学研究』第61号、2013年)；「C・ユリウス・カエサルの農地法

－共和政末期ローマの立法過程と元老院－」（『史学雑誌』第128編・第3

号、2019年）ほか。 

学外での活動 歴史学研究会委員（2016～2018） 
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 教授 

  博士（文学・早稲田大学）      

主な科目 西洋史概説Ⅲ、西洋史概説Ⅳ、西洋近代史演習 

現在の専門分野 西中欧近世史、国制史、比較史 

趣味 水泳 

学生へのメッセージ 文系の学びは就職のためではなく生の充実感を
得るものです。そして「顧客はより幸せでより良
い人生を夢見て」（S.ジョブズ）います。 

オフィス・アワー 月曜13:30～14:30（BT15階1508研究室） 
tminagawa@hosei.ac.jp 
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所属学会・団体 史学会、法制史学会、身分制代議制議会史国際委員会、歴史学研究会、早

稲田大学西洋史研究会 

略歴（学歴を含む） 1999年早稲田大学文学研究科満期取得退学、同年日本学術振興会特別研究

員(PD)、2002年早稲田大学社会科学部非常勤講師、2007年山梨大学教育人

間科学部准教授、2016年同教育学部教授、2024年本学教授着任 

業績（著書・論文等） 『等族制国家から国家連合へ』（創文社、2005年）、Die Medialität des 

Briefes. Diplomatische Korrespondenz im Kontext frühneuzeitlicher 

Briefkultur (15.-18. Jahrhundert), Aschendorff, 2023（共著）ほか 

学外での活動 朝日カルチャーセンター新宿教室講師 

 

 

 

 

 

 

 

 

大澤
おおさわ

 広
ひろ

晃
あき

 准教授 

Ph.D. (History) 

主な科目 「西洋史I・Ⅱ」「西洋史特講Ⅷ」「西洋現代史演
習」 

現在の専門分野 イギリス帝国史 

趣味 家族と出かけること、自転車で駆け回ること 

学生へのメッセージ 日常生活でのふとした気づき、違和感を大切にし
てください。そこに考えるべき「問い」がありま
す。 

オフィス・アワー 月曜日昼休み（他の時間はメールで応相談） 

所属学会・団体 史学会 歴史学研究会 

略歴（学歴を含む） 2009年12月ロンドン大学キングスコレッジ大学院歴史学研究科博士課程

修了、Ph.D. (History)。南山大学外国語学部准教授を経て、2020年4月よ

り法政大学文学部准教授 

業績（著書・論文等） 単著：『帝国主義を歴史する』清水書院、2019年。共著：「キリスト教宣教

がつなぐ世界」永原陽子編『人々がつなぐ世界史』ミネルヴァ書房、2019

年ほか。論文： “Wesleyan Methodists, Humanitarianism and the Zulu 

Question, 1878–87”, Journal of Imperial and Commonwealth History, 

43:3, 2015 ほか。 

学外での活動 歴史学研究会委員（2012〜2014） 



－ 地 理 学 科 － 
 

 

 

 

 

吉
よし

田
だ

 智
さとし

 教授 

博士（理学） 

 

主な科目 入門物理学A・B、教養物理学LB、サイエンスラ
ボA、原子核と素粒子A・B、物理学実験Ⅰ・Ⅱ 

現在の専門分野 原子核理論、超新星爆発における元素合成に寄与
する原子核構造の理論的解明 

趣味 クラシック音楽鑑賞、旅行 

学生へのメッセージ 些細なことでもいいので何か１つ、やり遂げてみ
ましょう。 

オフィス・アワー 木曜4限。事前にメールにて予約の連絡をしてく
ださい。（メールアドレス: s_yoshi@hosei.ac.jp） 

所属学会・団体 日本物理学会 

略歴（学歴を含む） 1992年3月東北大学理学部物理第二学科卒業、1997年3月東北大学大学院理

学研究科物理学専攻博士課程修了、1996年4月－1997年3月日本学術振興会

特別研究員、1997年4月法政大学第一教養部助手、2000年4月同専任講師、

2002年4月同助教授、2003年4月より法政大学文学部所属、2005年4月－9

月会津大学客員研究員、2005年10月－2006年3月フランス・オルセー原子

核物理学研究所客員研究員、2007年4月法政大学文学部教授。 

業績（著書・論文等） New spin-orbit parameters of Skyrme interactions (Nuclear Physics A688,2001), 

Neutron skin thickness and equation of state in asymmetric nuclear matter 

(Physical Review C69,2004), Isovector nuclear matter properties and neutron 

skin thickness (Physical Review C73,2006), Giant neutron halos in the 

non-relativistic mean field approach (Physical Review C74,2006), Pairing 

correlations and effective mass (Physical Review C77,2008), Nuclear matter 

properties and equation of state of neutron matter (J.Physics.Conf.Ser.321,2011), 

New Finite-Range Droplet Mass Model and Equation-of-State Parameters 

(Physical Review Letters108,2012), EoS from terrestrial experiments: Static and 

dynamic polarizations of nuclear density (AIP Conf. Proc.2127,2019), Trajectory 

in 2D plot of isoscalar and isovector densities of 48Ca and 208Pb, and symmetry 

energy (Physical Review C102,2020), Proton density polarization of the doubly 

magic 40Ca core in 48Ca and EoS parameters (Progress of Theoretical and 

Experimental Physics 2021-2,2021)  Isovector density and isospin impurity in 

40Ca (Physics Letters B829, 2022 ) 他 

学外での活動  



－ 地 理 学 科 － 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 米
こめ

家
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 志乃
し の

布
ぶ

 教授 

博士（人文科学） 

主な科目 「歴史地理学(１)（２）」、「人文地理学演習（５）」、
「地理学Ⅰ・Ⅱ」、「人文地理学セミナーAB」など 

現在の専門分野 日本・ロシアの歴史地理学、江戸東京の歴史・観
光地理学 

趣味 旅行、散歩、美術館・アート巡り 

学生へのメッセージ 楽しい学生生活を過ごしてください 

オフィス・アワー 木曜日 11:00～12:30 BT1318（事前にメールで予

約をお願いいたします。yamasi@hosei.ac.jp ） 

所属学会・団体 日本地理学会、人文地理学会、歴史地理学会 、日本地図学会 

略歴（学歴を含む） 1995年8月お茶の水女子大学大学院人間文化研究科博士課程中退、1995年9

月～1998年3月お茶の水女子大学文教育学部地理学科助手、1998年4月法政

大学第一教養部専任講師、2000年４月同助教授、2001年3月博士（人文科

学）取得、2002年10月～2003年3月京都大学文学部地理学研究室研修員、

2003年4月法政大学文学部地理学科に移籍、2003年4月～2004年3月ロシア

科学アカデミー東洋学研究所客員研究員、2007年4月法政大学文学部教授、

2007年7月～2008年3月北海道大学スラブ研究センター客員研究員・北海道

大学客員教授 2013年4月～法政大学江戸東京研究センター兼担研究員、

2023年4月～法政大学江戸東京研究センター長 

業績（著書・論文等） （著書）単著『近世蝦夷地の地域情報‐日本北方地図史再考』法政大学出

版局、2021年 共著『新・江戸東京研究の世界』法政大学出版局、2023

年（論文）「幕末における鯡集荷システムの再編」（人文地理51-1、1999

年）、「幕末蝦夷地の絵図にみる地域情報の把握」（歴史地理学198、2000

年、歴史地理学会学会賞）、「20世紀前半のシベリア・ロシア極東における

植民都市と地図作製」（法政大学文学部紀要第62号、2011年）、「ベーリン

グの第一次カムチャツカ探検とシベリア図」（法政大学文学部紀要第64号、

2012年）、「地図から見る近世日本意識の変遷と蝦夷地」（国際日本学第9

号、2012年）、「レーメゾフの『公務の地図帳』と描かれたシベリア地域像」

（法政大学文学部紀要第66号、2013年）など 

学外での活動 歴史地理学会評議員 

mailto:。yamasi@hosei.ac.jp


－ 地 理 学 科 － 
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 教授 

博士（環境学） 

主な科目 地理学概論(2)、社会経済地理学Ｂ(1) 

現在の専門分野 水資源・環境問題研究 

趣味 あえて言えば調査を兼ねた旅行。年に1、2度、目
的なくローカル線に乗るのが至福。 

学生へのメッセージ 明らかに私よりも体力と頭の柔軟さがある学生
の皆さん、ぜひ学生生活を通じて自分の持つ能力
を最大限に発揮してください。 

オフィス・アワー 木曜日6限目、18:30～20:00（事前に連絡をお願
いします（tito@hosei.ac.jp）） 

所属学会・団体 日本地理学会、経済地理学会、水資源・環境学会 

略歴（学歴を含む） 1983年金沢大学法文学部史学科地理学専攻卒業、1986年金沢大学大学院文

学研究科修士課程地理学コース修了、1990年名古屋大学大学院文学研究科

博士後期課程史学地理学専攻単位取得満期退学、1990年金城学院大学短期

大学部専任講師、1994年助教授、1997年金城学院大学現代文化学部助教授、

2002年教授、2007年博士号（博士（環境学）名古屋大学大学院環境学研究

科）取得、2008年法政大学文学部教授 

業績（著書・論文等） [著書] １．『水資源問題の地理学』（単著：原書房、2023年）、２．『長良川河口

堰と八ッ場ダムを歩く』（共著：成文堂、2023年）、３．『経済地理学への招待』

（共編著：ミネルヴァ書房、2020年）、４．『木曽川水系の水資源問題－流域の

統合管理を目指して－』（単著：成文堂、2006年）、５．『水資源開発の論

理－その批判的検討－』（単著：成文堂、2005年）、[論文]１．「河童によ

る地域振興－兵庫県福崎町を事例に－」『法政大学文学部紀要』86、単著、

2023年、２．「地理学と環境問題－水資源政策を展望する－」『法政地理』

55、単著、2023年、３．「河童は地域資源になれるか－田主丸町と福崎町

の事例－」『環境技術』52－2、単著、2023年、４．「一分の理もない愚行、

「木曽川水系連絡導水路」の建設」『季刊 地域』54、単著、2023年、５．

宮下由菜・伊藤達也「地下水100％の水道事業を続ける昭島市の独自性と

今後の展望」『水資源・環境研究』36-1、共著、2023年 

学外での活動 水資源・環境学会理事、経済地理学会関東支部長 



－ 地 理 学 科 － 
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 教授 

博士（文学） 

 

主な科目 地形学及び実験I・II、自然地理学演習(3)ほか  

現在の専門分野 自然地理学、地形学、第四紀学 

趣味 映画鑑賞、スポーツ観戦、ドライブ 

学生へのメッセージ 大学は教科書（=教員）から学ぶところではなく、
教科書（=教員）を批判するところ 

オフィス・アワー 火曜 3限 13：00-14：40 

 

所属学会・団体 日本地理学会、日本第四紀学会、東京地学協会、地理科学学会、日本活断

層学会、アメリカ地球物理学連合、日本地球惑星科学連合 

略歴（学歴を含む） 1984年広島大学文学部史学科卒、1990年広島大学大学院文学研究科地理学

専攻単位取得退学、1990年広島大学総合地誌研究試料センター助手、1994

年山口大学教育学部助教授、1999年広島大学学校教育学部助教授、2001

年広島大学大学院教育学研究科助教授、2007年同大学院教授、2013年法政

大学文学部教授 

業績（著書・論文等） 沈み込み帯沿岸の地殻変動を記録する古潮位計としての完新世暖温帯石

灰岩に関する予察的研究．地理科学、vol.60-3、pp.136-142,2005,室戸半

島の第四紀地殻変動と地震隆起．地質学雑誌、vol.112、補遺、17-26.2006. 

Limestones as a paleobathymeter for reconstructing past seismic 

activities: Muroto-misaki, Shikoku, southwestern Japan. Global and 

Planetary Change. vol.66, 52-64,2009.  The last deglacial history of 

Lützow-Holm Bay, East Antarctica. Journal of Quaternary Science, 

DOI:10.1002/jqs.1465,2011. Late Holocene Asian monsoon variations 

recorded in Lake Rara sedeiment. Western Nepal. Journal of Quaternary 

Science, DOI:10,1002/jqs.1568,2012. Quartz OSL Dating of sand dunes 

in Ghaggar Basin, Northwestern India. Geochronomeria, vol.39-3, 

221-226,2012. 古代文明と環境 –インダス文明を中心に−．地理科学、

vol.67、pp.109-120,2012. Geomorphological constraints on the Ghaggar 

River regime during the Mature Harappan period, in Climates, 

Landscapes, and Civilizations, Geophys. Monogr. Ser., vol. 198, 

edited by L. Giosan et al., 97 – 106, AGU, Washington, D. C., 

doi:10.1029/2012GM001218,2012. 

学外での活動 日本南極地域観測隊夏隊員（1995〜96年、2003〜04年）、地震調査研究推

進本部専門委員（科学技術庁1996-2001）、南海トラフにおける海溝型巨大



－ 地 理 学 科 － 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地震災害軽減のための地震発生機構のモデル化・観測システムの高度化に

関する総合的検討委員会委員（（財）地震予知総合研究振興会1996-2001） 
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 教授 

博士（人間・環境学） 

 

主な科目 社会経済地理学A（1）・（2）、人文地理学演習（3）、
世界地誌（2）、地理実習（2）ほか 

現在の専門分野 都市地理学（社会・経済・政治・開発）、都市開
発論 

趣味 スポーツ全般（観る：何でも、行う：テニス）、
街歩き・食べ歩きなど 

学生へのメッセージ 責任ある「自由」（学ぶ、遊ぶetc.）を大いに享
受し、positiveに学生生活を送って下さい。 

オフィス・アワー 木曜日4限（小原研究室（BT1212）） 
事前にメールでアポイントメントを取ってくだ
さい。宛先は、take-kohara@hosei.ac.jp です。 

所属学会・団体 日本地理学会、人文地理学会、経済地理学会、地理科学学会、日本都市地

理学会、日本都市計画学会、日本都市学会ほか 

略歴（学歴を含む） 1998年京都大学総合人間学部卒業、2000年京都大学大学院人間・環境学研

究科修士課程修了、2006年京都大学大学院人間・環境学研究科博士後期課

程修了、2006年京都大学研修員、2007年京都大学大学院人間・環境学研究

科助教、2010年法政大学文学部専任講師、2016年同准教授、2023年同教授 

業績（著書・論文等） 『都市空間と産業集積の経済地理分析』（分担執筆、日本評論社、2015年）、

『ジオ・パルNEO―地理学・地域調査便利帖―』（第2版）（編著、海青社、

2017年）、ヨルダン唯一の臨海都市Aqaba―都市構造とヨルダンにおける位

置づけ―（都市地理学14、2019年）、『経済地理学への招待』（分担執筆、

ミネルヴァ書房、2020年）、近代大阪の土地所有構造―『大阪地籍地図』

の分析から―（日本都市学会年報55、2022年）、台北市における伝統民居

の立地と保存・活用状況（地域と環境17、2023年）、『日本の都市百選 第

1集』（共著、古今書院、2023年）ほか 

学外での活動 日本地理学会資格専門委員・編集専門委員、経済地理学会関東支部幹事な

ど 



－ 地 理 学 科 － 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山
やま

口
ぐち

 隆
たか

子
こ

 教授 

博士（学術） 

 

主な科目 気候・気象学及び実験Ⅰ・Ⅱ、 
地理学読図演習（1）、自然地理学演習（1） 

現在の専門分野 気候学、生気象学、ヒートアイランド、都市緑
化、熱中症、気象病、局地風、芝棟、草屋根 

趣味 読書（年間300冊程度）、旅行、屋上巡り 

学生へのメッセージ 学生時代ほど自由な時間はありません。充実し
た毎日を過ごしてください。 

オフィス・アワー 2024年度はサバティカルのため、オフィス・アワ
ーの設定はありません。 

所属学会・団体 日本地理学会、日本気象学会、日本生気象学会、日本造園学会 

略歴（学歴を含む） 1995年お茶の水女子大学文教育学部地理学科卒業、1996年東京都立大学

大学院理学研究科修士課程地理学専攻中退、1996年東京都入都（造園職）

建設局において都立公園・霊園・動物園の設計・維持管理を担当後、東

京都環境科学研究所研究員、環境局都市地球環境部・自然環境部におい

て地球温暖化対策、ヒートアイランド対策、自然保護、自然公園を担

当、2008年博士（学術）取得（お茶の水女子大学）、2017年法政大学文学

部地理学科准教授、2023年法政大学文学部地理学科教授 

業績（著書・論文等） 『ヒートアイランドと都市緑化』（成山堂書店、2009年）、『持続可能な

低炭素社会Ⅲ －国家戦略・個別政策・国際政策－』（分担執筆、北海道

大学出版会、2011年）、『世界の気候事典』（分担執筆、朝倉書店、2022

年）、「ヒートアイランド対策」（日本生気象学会雑誌50(2)、2013年）、

「日本における気象観測―東京都檜原村を事例として」（日本生気象学会

雑誌54(4)、2018年）、「日本におけるアジサイの開花日に関する気候学

的研究」（日本生気象学会雑誌56(1)、2019年）、「ツマグロヒョウモン

の北上に関する生気候学的研究」（日本生気象学会雑誌57(4)、2021年）、

「芝棟の現存状況と芝棟植物の分布特性について」（日本生気象学会雑誌

58(3・4)、2022年） 

学外での活動 日本生気象学会副会長、日本生気象学会雑誌編集委員、日本生気象学会熱

中症予防研究委員会委員、日本地理学会交流専門委員、八王子市環境審議

会委員、町田市環境審議会委員、高原環境財団評議員 



－ 地 理 学 科 － 
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 准教授 

修士（教育学） 

主な科目 海洋・陸水学および実験、自然地理学演習（2） 

現在の専門分野 自然地理学（海洋・陸水学、水文学） 

趣味 漕艇、水泳ほか 

学生へのメッセージ 苦労を買ってでもしてみて下さい。生涯の財産が
築けるはずです。そうした前向きな学生生活を期
待します。 

オフィス・アワー 月曜日11：10～12：40、火曜日11:10～12:40 ボ

アソナードタワー1208研究室 

 

所属学会・団体 日本地理学会、日本陸水学会、日本水文科学会、水文・水資源学会、自然

災害科学会ほか 

略歴（学歴を含む） 早稲田大学理工学部卒、同大学大学院教育学研究科修了、1989年4月～1996

年3月法政大学文学部地理学科兼任助手、1996年4月～2008年3月同専任講

師、2008年4月～同准教授 

業績（著書・論文等） 白子川流域における白子宿近傍の湧水─人工改変に伴う流出機構の変化

（その1）─（水利科学、192、1990年）、四万十川の塩水遡上問題につい

て（法政大学文学部紀要、36、1991年）、多摩川における河川敷利用の変

遷について（水文・水資源学会誌、7-3、1994年）、沙漠の徒歩調査─沙漠

中央部の水文環境を探る─（地理、39－3、1994年）、タクラマカン沙漠南

域及び中央部の夏季の陸水の性質（法政大学タクラマカン沙漠調査報告

書、沙漠・水・人間、1995年）、富士山南麓地下水に与えた渇水（1994年

～1995年）の影響（法政大学文学部紀要、42、1997年）、河川の流域特性

に関する水文地理学的一考察（法政大学文学部紀要、43、1998年）他 

学外での活動 日本水文科学会編集委員、陸水物理学会運営委員など 



－ 地 理 学 科 － 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐々木
さ さ き

 達
とおる

 准教授 

博士（理学） 

主な科目 社会経済地理学（３）、人文地理学特講（２）、 
人文地理学演習（１） 

現在の専門分野 経済地理学、農業地理学、地域経済論 

趣味 食べ歩き、旅行 

学生へのメッセージ なぜ勉強しなければならないのか？ 
それは自分の人生の生き方を決めるためです。 

オフィス・アワー 火曜2時限 佐々木研究室（BT13階1319室）。事前
にメールにて予約の連絡をすること。 

所属学会・団体 日本地理学会、経済地理学会、東北地理学会、人文地理学会、日本農業市

場学会、日本地域経済学会 

略歴（学歴を含む） 2005年宮城教育大学教育学部卒業、2007年宮城教育大学教育学研究科修

了、2010年東北大学大学院理学研究科地学専攻博士後期課程修了、2010

年宮城教育大学非常勤講師、2011年札幌学院大学経済学部専任講師、2014

年札幌学院大学経済学部准教授、2017年宮城教育大学教育学部准教授、

2022年法政大学文学部地理学科准教授 

業績（著書・論文等） 【著書】『北東日本の地域経済』（分担執筆、八朔社、2012年）、『日本経済

地理読本 第9版』（分担執筆、東洋経済新報社、2014年）、『食と農のフィ

ールドワーク入門』（分担執筆、昭和堂、2019年）、『Nature, Culture, and 

Food in Monsoon Asia』（分担執筆、Springer，2020年）、『経済地理学へ

の招待』（分担執筆、ミネルヴァ書房、2021年） 

【論文】「北海道における畑作地域の構造再編と地域経済の課題」（経済地

理学年報61-1、2015年）、「中国・内モンゴルにおける農民専業合作社の組

織形態」（季刊地理学68-1、2016年）「生産調整以降における稲作農業の地

域性」（宮城教育大学教職大学院紀要１、2020年）、「南海トラフ地震を想

定した救援物資輸送ルートの検討」（E-journal GEO，2020年）、「東北地方

における農家の世代交代と労働力利用の再編」（宮城教育大学紀要、2022

年） 

学外での活動 日本地理学会代議員、経済地理学会評議員、東北地理学会評議員・編集委

員、日本地域経済学会編集委員 



－ 地 理 学 科 － 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 村 田 陽 平
む ら た よ う へ い

 准教授 

博士（文学） 

主な科目 文化地理学（１）、文化地理学（２） 

現在の専門分野 健康と感情の空間論 

趣味 旅行、水泳 
 

学生へのメッセージ 大学ならではの自由な空間と時間を活かして生
活しましょう。 
 

オフィス・アワー 金曜4限（村田研究室）事前にメールにて予約す
ること。メールアドレスはmurata@hosei.ac.jp 
 

所属学会・団体 人文地理学会、日本地理学会、日本社会学会 

略歴（学歴を含む） 京都大学文学部卒業、京都大学大学院文学研究科修士課程修了、京都大学

大学院文学研究科博士後期課程修了（博士号取得）、日本学術振興会特別

研究員、武庫川女子大学関西文化研究センター博士研究員、京都大学白眉

センター助教、近畿大学文芸学部専任講師、准教授を経て、2023年法政大

学文学部准教授 

業績（著書・論文等） 『空間の男性学』（京都大学学術出版会、2009）、『受動喫煙の環境学』（世

界思想社、2012、人文地理学会賞、日本地理学会賞受賞）、Gender equality 

and progress of gender studies in Japanese geography：a critical 

overview. Progress in Human Geography 29(3) 260-275 2005年、など 

学外での活動 人文地理学会理事、代議員 



－ 地 理 学 科 － 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

田中
た な か

 雅人
ま さ と

 准教授 

博士(理学) 

主な科目 入門化学A, など 

現在の専門分野 環境・地球化学、計算化学 

趣味 サイクリング、観劇、美術館・博物館巡りなど 

学生へのメッセージ 地理学は色々な視点で捉えられるので、興味を見
つけて学んで、そのつながりを楽しんでくださ
い。 

オフィス・アワー 木曜日5限 (田中研究室 BT1010) 
事前にメールでアポイントメントを取ってくだ
さい。宛先はtanamasa@hosei.ac.jpです。 

所属学会・団体 日本化学会、日本地球化学会、日本地球惑星科学連合 

 

略歴（学歴を含む） 2001 年広島大学理学部化学科卒業、2003 年広島大学大学院理学研究科 

博士課程前期化学専攻、2006 年広島大学大学院理学研究科 博士課程後

期化学専攻、2006 年広島大学大学院理学研究科 研究員、2006 年

University of Ulm (ドイツ) 博士研究員、2008 年自然科学研究機構 分

子科学研究所 研究員 (IMSフェロー)、2011年広島大学大学院理学研究科 

研究員、2012 年同特任助教、2014 年東京大学大学院理学系研究科 特任

研究員、2023 年同 専門技術職員、2024年法政大学文学部 准教授 

 

業績（著書・論文等） 『地球のしくみを理解する 広島大学理学部地球惑星システム学科へよ

うこそ』(分担執筆、広島大学出版会、2015年）、『分子地球化学』(分担執

筆、名古屋大学出版会、2021年)、M. Tanaka et al., "The difference of 

diffusion coefficients in water for arsenic compounds at various pH 

and its dominant factors implied by molecular simulations," 

Geochimica et Cosmochimica Acta, 105, 360-371 (2013).、 M. Tanaka et 

al., "An EXAFS study on the adsorption structure of 

phenyl-substituted organoarsenic compounds on ferrihydrite," 

Journal of Colloid and Interface Science, 415, 13-17 (2014).、 M. 

Tanaka et al., "Adsorption mechanism of molybdenum(VI) on manganese 

oxides causing a large isotope fractionation," ACS Earth and Space 

Chemistry, 2, 1187-1195 (2018). ほか 

  

学外での活動 日本化学会情報化学部会 若手の会コアメンバー(2013年-2018年)、高エネ

ルギー加速器研究機構 機関紙「PF News」編集委員(2018年-2020年)  



－ 地 理 学 科 － 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

宇津
う つ

川
がわ

 喬
たか

子
こ

 助教 

博士（理学） 

主な科目 自然環境論、地理学読図演習（２） 
地図学Ⅱ、基礎ゼミⅠ、地質・岩石学及び実験 

現在の専門分野 自然地理学、堆積学 
（砂礫の生産－運搬過程と地形発達） 

趣味 読書、自然と建物と庭を巡る旅、 
映画・舞台鑑賞 

学生へのメッセージ 一個の礫、一粒の砂から広がる世界があります。
小さな興味をきっかけに地理学的な思考を楽し
んでください。 

オフィス・アワー 月曜日3限、事前にメールでご一報ください。
takako.utsugawa.73@hosei.ac.jp  

所属学会・団体 日本地理学会、日本堆積学会、日本地球惑星科学連合、International 

Association of Sedimentologists（国際堆積学会）ほか 

略歴（学歴を含む） 2012年3月首都大学東京都市環境学部地理環境コース卒業、2014年3月首都

大学東京大学院都市環境科学研究科地理環境科学域博士前期課程修了、

2017年3月首都大学東京大学院都市環境科学研究科地理環境科学域博士後

期課程修了、2017年4月首都大学東京都市環境学部地理環境コース特任研

究員、2018年4月立正大学地球環境科学部地理学科助教、2022年4月法政大

学文学部地理学科助教、これまでに東京経済大学（2019年～）ほか4校非

常勤講師 

業績（著書・論文等） A study of the formation process of the Noshiro coastal dune, Akita 

Prefecture, northeastern Japan（共著、Geographical Reports of Tokyo 

Metropolitan University 48、2013年）、砕屑粒子の形状に関する研究史

と今後の展望─特に円磨度に注目して─（共著、地理学評論 89、2016年）、

岩種の硬度差を利用した河川の砂礫にはたらく破砕・摩耗作用（共同、日

本地球惑星連合大会2016年大会地球人間圏科学セクション学生優秀発表

賞、2016年）、生産－運搬過程における砕屑粒子の岩質－粒径－形状の関

連性：渡良瀬川支流を例に（共同、日本堆積学会2017年松本大会最優秀講

演賞、2017年）、河川砕屑物の生産-運搬過程における破砕・摩耗作用の特

徴:砂礫の岩種,粒径および円磨度の関係（共著、堆積学研究 78、2019年、

田中啓爾記念地理学奨励賞、2021年）、『羽村市史資料編 自然』（分担、2019

年）、赤水の滝の形成過程から考える大規模土石流が安倍川上流域の地形

に与えた影響（共著、第四紀研究 59、2020年）、2022年日本第四紀学会論

文賞、2022年） 

学外での活動 日本地理学会資格専門委員、日本堆積学会行事委員、International 

Association of Sedimentologists Regional Correspondent、羽村市史編

さん委員会第4部会部会員など 



－ 心 理 学 科 － 
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 教授 

医学博士 

主な科目 脳の科学, 精神保健学I・II, 研究法I・II, 演習I, 

精神生理学特講 

現在の専門分野 睡眠科学, 生理心理学, 精神保健学 

趣味 山登り,ボーッとすること（マインドフルネ
ス？） 

学生へのメッセージ 人との出逢いを大切に 

オフィス・アワー 火曜日昼休みBT1109研究室，事前にメイル
toshiha@hosei.ac.jpで連絡を頂けると助かりま
す。 

所属学会・団体 日本睡眠学会, 日本時間生物学会, 日本精神神経学会, Sleep Research 

Societyほか 

略歴（学歴を含む） 1980年弘前大学医学部卒業, 1980年東京慈恵医科大学研修医, 1989年日本

航空健康管理室, 1995年東京慈恵医科大学精神医学教室講師, 2001年法政

大学文学部教育学科心理学コース教授, 2003年法政大学文学部心理学科教

授, 2008年米国シカゴRush大学行動科学部客員教授, 米国パルアルト

Stanford大学医学部客員教授 

業績（著書・論文等） 高橋 敏治（2022）. 時差 人間の許容・適応限界辞典（編，村木 里志・長谷

川 博・小川 景子）朝倉書店，東京, pp558-561．高橋敏治他（2020）. 睡眠・

覚醒リズムと時差，交代勤務.（日本睡眠学会 編，睡眠学（第2版））， ｐｐ198-

201，朝倉書店，東京．高橋敏治他(2020). 時差障害（時差ぼけ）大越 裕文

(編) 診療所で診るトラベルメデイスン 日本医事新報社，東京， pp64-73．高

橋敏治（2019）. 残業による睡眠不足が引き起こす過剰な日中の眠気.,睡眠の

診かた―睡眠障害気づくための50症例―（千葉茂編著）.(株)新興医学出版社,

東京, pp76-77. 高橋敏治（2017）. 時差ぼけと光環境 睡眠医療, 11, 525-

530. 高橋敏治（2014）. 概日リズム睡眠障害－3）時差型の病態－ 睡眠医療

8，197-201. 高橋敏治（2013）. 概日リズム睡眠障害-時差型（時差障害） 日

本臨床, 71巻増刊号5,  416-419. 高橋敏治（2012）. 精神疾患による不眠 

千葉茂編, 意識と睡眠 脳とこころのプライマリケア5.（株）シナジー, 東京,  

pp571-579. 高橋敏治（2012）. 時差障害, 交代制勤務障害 野沢胤美編, 睡

眠医学アトラス―検査と臨床― 東興交易（株）医書出版部, 東京,  pp42-48. 

学外での活動 日本睡眠学会評議員，日本時間生物学会評議員，Sleep and Biological 

Rhythms編集委員，積善会曽我病院評議員，NPO法人 いろえんぴつ心理福

祉コミュニティズ顧問 

mailto:事前にメイルtoshiha@hosei.ac.jp
mailto:事前にメイルtoshiha@hosei.ac.jp


－ 心 理 学 科 － 
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 教授 

教育学博士 

主な科目 発達心理学、発達心理学特講、演習Ⅰ、研究法Ⅰ、

研究法Ⅱ、学校カウンセリング演習、発達心理学

特論、心理学研究法演習ⅠⅡ、心理学特殊研究Ⅰ

Ⅱ 

現在の専門分野 社会性や感情リテラシーの発達、いじめ、不登
校などの学校危機予防教育、ソーシャル・エモ
ーショナル・ラーニング 

趣味 映画・演劇鑑賞, 油絵, スポーツ 

ホラー以外は、どんなジャンルでも映画や演劇
は鑑賞します。企画・脚本・制作に関心があり
ます。絵は昔から夢中になれる趣味です。スポ
ーツは応援だけでなく、自分でも身体を動かす
ことが好きです！（最近は時間がないです^^;） 

学生へのメッセージ Cool Brain & Hot Heart、Tomorrow is another day! 

好奇心を持って、いろいろな機会を与えてもら
えたら、感謝したいですね。失敗を恐れずに、
そこから学べたことを有意義に思えるようにな
るといいですね。 

オフィス・アワー 火曜３時限（BT1111研究室）です。アポイント
メント事前に取っていただくとスムーズです。 

emywata@hosei.ac.jp  

所属学会・団体 日本心理学会、日本教育心理学会、日本発達心理学会、日本学校心理学

会、日本心理臨床学会、日本乳幼児教育学会、教育実践学会、日本環境

心理学会 American Psychological Association, National Association of 

School psychologists、International School Psychology Association,  

Association for Moral Education 

略歴（学歴を含む） 筑波大学大学院博士課程心理学研究科、筑波大学心理学系、静岡大学教

育学部に勤務。その間, Harvard University、University of California, Santa 

Barbara（在外研究員）を経て、2001年から本学着任。 

業績（著書・論文等） 著書・監修など：『子ども語彙力えほん きもちのことば』（ナツメ社）『大

ピンチ!解決クラブ(3) 心の育て方』（KADOKAWA）『発達心理学』（ナツメ

社）『感情の正体―発達心理学で気持ちをマネジメントする』（ちくま新書）

『まんがでわかる発達心理学』（講談社）、『小学生のためのソーシャルス

キルトレーニング』『中学生•高校生のためのソーシャルスキルトレーニン

グ』（明治図書）、『中１ギャップを乗り越える方法』（宝島社）、『世界の学

校予防教育』（金子書房）、『子どもの「10 歳の壁」とは何か？—乗り越え

るための発達心理学』（光文社新書）、‘Natural Disasters’Brock, S,E, &  

Jimerson, S.R. （ Eds. ）  Best Practices in School Crisis Prevention and 

Intervention 2nd edition,（National Association of School Psychologists.）、『子

どもの感情表現ワークブック』（明石書店）、『10 代を育てるソーシャルス

キル教育』（北樹出版）、『11 歳の身の上相談』（講談社）』『絵で見てわかる

「しぐさ」で子どもの心がわかる本』（PHP 研究所）、『親子のためのソー



－ 心 理 学 科 － 
 

 

  

シャルスキル』（サイエンス社）、『幼児・児童における分配の公正さに関

する研究』（風間書房）、『イラスト版子どもの感情力をアップする本』（合

同出版）等他多数。 

論文：『音声からの他者感情理解と共感性との関連の検討』（教育心理学研

究 印刷中）『高校生を対象とした道徳教育におけるソーシャルスキルト

レーニングの活用』（教育実践学研究,2019 共著）『ソーシャルスキルトレ

ーニングの“これまで”と“これから”—介入に予防にそして教育へと』（日

本学校心理士会年報,2018）『ソーシャルスキル•トレーニングが中学生の

レジリエンスに与える影響について』（教育心理学研究,2017）、『児童の感

情リテラシーは教育しうるかー発達のアウトラインの支援のありからー』

（エモーション•スタディーズ,2016）,洋雑誌共著『Be happy to be successful: 

a mediational model of PERMA variables』 (Asia Pacific Journal of Human 

Resources, 2021) ,『Development of emotional literacy and empathy among 

elementary-aged Japanese children 』 (International Journal of School and 

Educational Psychology,2020)『School psychology research and practice in East 

Asia: Perspectives on the past, present, and future directions of the field』(School 

Psychology International,2016),『Children’s motives for admitting to prosocial 

behavior 』 (Frontiers in Psychology Developmental Psychology,2016)

『Developmental and gender trends in emotional literacy and interpersonal 

competence among Japanese Children.』（The International Journal of Emotional 

Education, 2015 ）、『 Differences between Japanese and U.S. Children’s 

Performance on “Zoo U”: A game-based social skills assessment』(Games for 

Health Journal,2015)、『予防教育としてのレジリエンスの育成』（臨床心理

学,2016）『健全な学校風土をめざすユニヴァーサルな学校予防教育—免疫

力を高めるソーシャル•スキル•トレーニングとソーシャル•エモーショナ

ル•ラーニング』（教育心理学年報、2015）『学校予防教育に必要な「道徳

性•向社会的行動」の育成』（発達心理学研究、2014），等他多数。 

学外での活動 日本心理学会理事、日本心理学諸学会連合理事、全国少年警察ボランテ

ィア協会理事、国立教育政策研究所「社会情緒的（非認知）能力の発達

と環境に関する研究」プロジェクト研究分担者、道徳教科書編集委員、

International Journal of School and Educational Psychology、Journal of Moral 

EducationのEditor、野間教育研究所非常勤研究員、企業のアドバイザリ

ー等、https://sites.google.com/site/emywata/home?authuser=0 

https://sites.google.com/site/emywata/home?authuser=0
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博士（心理学） 

主な科目 心理学概論，言語心理学，心理学特殊講義Ⅲ，
研究法ⅠⅡ，言語心理特講，言語心理演習，心
理学研究法演習ⅠⅡ，言語心理学特殊講義，心
理学特殊研究ⅠⅡ， 

現在の専門分野 言語心理学：読みと感情，言葉によるコミュニ
ケーション 

趣味 スポーツをすることと見ること。冬はスキーに
凝っています。ボードゲーム（TVゲームではな
く）をすることも好きです。それから，推理小
説を読むこと。ただし、犯人はあたりません。 

学生へのメッセージ 自分の思っていることを，過不足なく相手に伝
えられるような表現力を学生時代に養っておく
といいのでは…。 

オフィス・アワー 火曜日 3限，福田研究室 BT1110，事前にメールで

お知らせしてもらえるとありがたいです。アドレ

スは，yfukuda@hosei.ac.jpです。 

所属学会・団体 日本心理学会，日本教育心理学会，日本読書学会，日本認知心理学会，

日本認知科学会，日本発達心理学会 

略歴（学歴を含む） 1991年筑波大学大学院博士課程心理学研究科修了，1991年東京純心女子

短期大学専任講師，1997年東京純心女子大学専任講師，2000年本学着任  

業績（著書・論文等） 著書：1．「教育心理学 基礎基本シリーズ⑥教育心理学（共編：大学教育

出版2022年）」2．「改訂 心理学要論－こころの世界を探る」（編著者：培

風館2022年）3．「読書教育の未来」（共編者：ひつじ書房2019年）4．「言

語心理学入門－言語力を育てる－」（編著者：培風館2012年）5．「ことば

が意味をもつために－言葉と思考の発達－」（分担執筆：福村書店『図で

理解する発達－新しい発達心理学への招待』、2010年） 

論文：1．井関 龍太・望月 正哉・菊池 理紗・福田 由紀『現代語小説の

品詞構成に基づく文体印象の分析－イメージ性と展開の早さの主観的印

象を説明する試み－』（計量国語学，34，158-173. 2023年）2．井関 龍太・

菊池 理紗・望月 正哉・福田 由紀・石黒 圭『品詞構成に基づく文体指標

は読者の印象とどのように関わるか－MVRと品詞構成率の心理学的検討

－』（計量国語学，33，493-509. 2022年 この論文は計量国語学会の論文

賞を拝受しました）3．望月 正哉・井関 龍太・福田 由紀・長田 友紀・

常深 浩平・石黒 圭『読者がもつ物語の認知的ジャンルの測定』（読書科

学，63,160-174. 2021） 4．福田由紀『共有された世界を作ろう！』(日本

語学，38,68-69. 2019年)  5．福田由紀・蘒原遥・菊池理紗『言語心理学で

何を学べるか？―言語学との学問イメージ比較―』(法政大学文学部紀要，

76,115-127. 2018年)   

学外での活動 日本読書学会副会長 

HP：http://www.zc.em-net.ne.jp/~psy-language/ 
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Ph. D. in Psychology 

主な科目 心理学基礎実験I、行動分析学、行動分析学特
講、産業組織心理学 

現在の専門分野 行動分析学、組織行動マネジメント 

趣味 卓球、アニメ・ドラマ鑑賞、ウクレレ 

学生へのメッセージ 社会が直面する課題の多くは人間の行動問題と
して捉えられます。行動分析学は問題解決に役
立つ心理学です。教育、福祉、医療、企業、行
政など、将来、仕事で本格的に心理学を活かし
たい学生諸君を歓迎します。参考HP：
http://simamune.hateblo.jp 

オフィス・アワー 春学期：火曜2限、秋学期：火曜2限、場所は研究

室（富士見坂校舎6F9号室）。事前にメールにて予

約の連絡をすること。メールアドレスは

（simamune@hosei.ac.jp） 

所属学会・団体 日本行動分析学会、日本心理学会、日本教育心理学会、国際行動分析学

会 

略歴（学歴を含む） 千葉大学で実験的行動分析学を学び、1986 年（株）サンシステムに就

職。ソフトウェア開発の仕事に携わりながら、87 年より慶應義塾大学社

会学研究科に入学し、応用行動分析学を学ぶ。89 年より Western 

Michigan University へ留学、組織行動マネジメントを学ぶ。1992 年 

Ph.D.を取得。帰国後、コンサルタントとして3 年間勤務した後、1995 

年に鳴門教育大学へ。同大学の学校教育研究センター及び高度情報研究

教育センター助教授を経て、2006 年より本学着任 

業績（著書・論文等） 著書には『パフォーマンスマネジメント：問題解決のための行動分析学』

（米田出版）、『インストラクショナルデザイン：教師のためのルールブッ

ク』（米田出版）、『人は、なぜ約束の時間に遅れるのか：素朴な疑問から

考える「行動の原因」』（光文社新書）、『使える行動分析学：じぶん実験の

すすめ』（ちくま書房），『部下を育てる! 強いチームをつくる! リーダーの

ための行動分析学入門』（日本実業出版社）、『ワードマップ：応用行動分

析学』（新曜社）など。論文には『見本合わせ課題を用いた英語の語彙学

習における刺激クラス制御』 （行動分析学研究, 2023, 37, 182-196，単著）

や 『刺激クラス内および刺激クラス間の比較訓練による順位づけ反応の

派生』（行動分析学研究, 38, 2-15, 共著）などがある。 

学外での活動  
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修士（心理学） 

主な科目 犯罪心理学、社会心理学 

現在の専門分野 犯罪捜査への心理学の応用,恋愛心理学 

趣味 なし 

学生へのメッセージ とくになし 

オフィス・アワー 2024 年度は国内研究のため、オフィス・アワー
の設定はありません。 

所属学会・団体 日本心理学会ほか 

略歴（学歴を含む） 1992年学習院大学大学院人文科学研究科博士前期課程修了後、警視庁科

学捜査研究所、東京家政大学文学部心理教育学科助教授、を経て現職 

業績（著書・論文等） 著書 著作：「ケースで学ぶ犯罪心理学」などいろいろ 

学外での活動  
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博士（教育学） 

主な科目 基礎ゼミI・II、演習II、研究法Ｉ・II、学習心
理学、学習心理学特講。 

現在の専門分野 認知心理学・教育心理学の中でも、学習及び記
憶に関すること。特に、より効果的な記憶のし
かたと、動機づけについて。 

趣味 実はこう見えて、漫画の鬼です。小学生の頃か
ら買い集めていますから、現在の蔵書は数千冊
に及んでいます（正確な数は恐ろしくて調べら
れません）。ただ、ゆっくり読んでいる時間がな
いのが最近の悩みでして、読む作品も、すっか
り保守的（昔から好きな作家のもの中心）にな
りました。買うスピードの方が読むスピードよ
り速いので、まだ読んでいない本が増える一方
です（単なるコレクター?!）。他にも映画を観る
のが好きですが、やはり映画館に行っている時
間がないので、もっぱらDVDやブルーレイで観る
ことになりがちです。漫画と同様、買うだけ買
って、まだ見ていないDVD・ブルーレイもたくさ
ん家にあります（やっぱりコレクター!?）。LDの
悲劇を繰り返さないよう、買ったら観ようと思
っているのですが…! 

学生へのメッセージ 言うまでもなく、大学というのは基本的に学問
をするところです。何かについて専門的に研究
するのは当たり前なのですから、大学卒業後に
「学生時代は何をしていましたか？」と尋ねら
れたときに「～の研究をしていました」という
だけでは、当たり前すぎて面白くありません。
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研究以外にも、サークル活動や地域社会での活
動、友だちづくりなど、プラスαの「何か」を
大学で極めてください。そして卒業後に胸を張
って「私は大学で～を一生懸命やりました」と
言えるようになってください。 

オフィス・アワー 木曜日 3 限（BT1112，個人研究室）。コロナの影

響で前後の時間帯がオンライン授業の場合には

Zoom での面談をいたします。できれば 2 日前ま

でに fujita009@hosei.ac.jp にメールで連絡を

してください。 

所属学会・団体 日本心理学会、日本認知心理学会、初年次教育学会、日本教育工学会、

Psychonomic Societyなど。 

略歴（学歴を含む） 1995年京都大学大学院教育学研究科博士後期課程修了、その後、京都大

学教育学部助手、京都光華女子大学文学部専任講師及び助教授を経て、

2003年法政大学文学部に助教授として着任 

業績（著書・論文等） 最近のもののみ挙げます。著書：1.「絶対役立つ教養の心理学―展開編―」

（共著。編集を担当：ミネルヴァ書房、2013年）、2.「絶対役立つ臨床心

理学」（監修：ミネルヴァ書房、2016年）。3.「絶対役立つ教育相談」（監

修：ミネルヴァ書房、2017年）。4.「絶対役立つ社会心理学」（監修：ミネ

ルヴァ書房、2018年）。5.「絶対役立つ教育心理学［第2版］」（共著。編集

を担当：ミネルヴァ書房、2021年）。論文：1.「授業支援ツールの受け止

め方の違いについての検討」（共著：『日本教育工学雑誌』、2011年）、2.「大

学一年生と社会人の間をうめる初年次教育」（単著：『発達』、2012年）、3.

「大学における異なる授業間での授業通信の受け止められ方の比較―受

講生の専攻による相互行為の差異―」（共著：『日本教育工学雑誌』、2013

年）、4.「初年次教育学会誌への投稿論文執筆について」（単著：『初年次

教育学会誌』、2015年）。5.「達成目標が定期試験・レポート・発表に対す

る不安に及ぼす影響」（共著：『初年次教育学会誌』、2018年。 

学外での活動 初年次教育学会会長 

mailto:できれば2日前までにfujita009@nifty.ne.jp
mailto:できれば2日前までにfujita009@nifty.ne.jp
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Ph.D. 

（Linguistics,Cognitive Science） 

主な科目 学部：認知科学入門、認知科学特講、言語学特
講I・II（日本言語学特殊研究A・B）、演習II、研
究法I・II。大学院：音声言語科学特論、音声言
語科学演習、英語音声・応用研究A・B、心理学
英語論文作成指導ほか 

現在の専門分野 言語心理学、音声学、言語学、認知科学 

趣味 音楽（今でもたまにバンドで演奏しています） 

学生へのメッセージ お金は使えばなくなりますが、学んだことは誰か
らも奪われることのない一生の財産になります。
そんな気持ちで学生生活を送って下さい。また、
勉強以外にも大学ではこれをやりました、と言え
る何かを見つけてください。最後に、大学を卒業
する前に、一生付き合える友達を作ってくださ
い。 

オフィス・アワー 木曜日3限目、BT1108田嶋研究室。アポなしでも
OKですが、事前にメール（tajima@hosei.ac.jp）で
確認していただけるとより確実です。 

所属学会・団体 日本音響学会、日本音声学会、日本音韻論学会、日本言語学会、日本英

語学会，日本認知心理学会、日本認知科学会、Acoustical Society of 

America  

略歴（学歴を含む） 米国ブラウン大学卒業（1991）、米国インディアナ大学大学院修士課程修

了（1995）、米国インディアナ大学大学院博士課程修了（1998）、ATR人

間情報通信研究所客員研究員（1999-2001）、国際電気通信基礎技術研究

所客員研究員（2001-2002）、ATR人間情報科学研究所客員研究員（2002-

2003）、ATR人間情報科学研究所マルチリンガル学習研究室非常勤研究員

（2003-2006）、法政大学文学部専任講師（2003-2006）、法政大学文学部

准教授（2006-2012）、法政大学文学部教授（2012-） 

業績（著書・論文等） 【著書】「音声学を学ぶ人のためのPraat入門」（共著、ひつじ書房、2017） 

【論文】1. “Effects of temporal correction on intelligibility of foreign-accented 

English”（共著、Journal of Phonetics，1997）2. “Speech Rhythm in English and 

Japanese: Experiments in Speech Cycling”（博士論文、1998）3. “Speech rhythm 

of ‘stress-timed’ and ‘mora-timed’ languages”（単著、「音韻研究」、2001）4.

“Syllable structure and the perception of second language speech”（共著、『文

法と音声3』くろしお出版、2001）5.“Speech rhythm and its relation to issues 

in phonetics and cognitive science”（単著、『音声研究』、2002）6. “Speech rhythm 

in English and Japanese”（共著、Papers in Laboratory Phonology VI: Phonetic 

Interpretation、Cambridge University Press，2004）7. “Relevance of phonetics 

in phonology”（単著、English Linguistics、2007）8. “Training English listeners 

to perceive phonemic length contrasts in Japanese”（共著、Journal of the 

Acoustical Society of America、2008）9.「母親特有の話し方は日本語リズム

の獲得に役立つか？：対乳児音声における特殊拍音素の分布から」（共著、
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『電子情報通信学会技術研究報告』、2008）10．「依頼に対する回答の仕方

が話し手の性格印象に与える影響：回答表現の直接性と間の取り方に注目

して」（共著、『法政大学文学部紀要』、2010）11．「音声学・音韻論が英語

教育に与える示唆」（単著、『最新言語理論を英語教育に活用する』、開拓

社、2012）ほか 

学外での活動 理化学研究所脳科学総合研究センター言語発達研究チーム非常勤研究員

（2004-2021）、日本音声学会広報委員（2001-2009）、日本音韻論学会理事

（2005-2009, 2019-2022）、日本音声学会編集委員（2007-2012, 2022-）、日

本音声学会評議員（2010-2022），日本音声学会編集委員長（2023-），日本

音響学会編集委員（2021-） 
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博士（人間科学） 

主な科目 スポーツ総合演習、スポーツ総合演習（アダプ
テッドコース）、スポーツ心理学、スポーツ心理
学特講 

現在の専門分野 スポーツ心理学 

趣味 武道の稽古（骨法） 

学生へのメッセージ 学生のみなさんと一緒に勉強できることを楽し
みにしています。 

オフィス・アワー 火曜日４限目、個人研究室（80年館817室）。事前

にメールにて予約の連絡をすること。メールアド

レスは、h-arai@hosei.ac.jp 

所属学会・団体 日本スポーツ心理学会、日本健康心理学会、日本認知・行動療法学会他 

略歴（学歴を含む） 1998年日本大学文理学部卒業、2003年早稲田大学大学院博士後期課程修

了、2003年大阪工業大学嘱託講師、2007年大阪人間科学大学専任講師 

業績（著書・論文等） 編著：アスリートのメンタルは強いのか？─スポーツ心理学の最先端から

考える─（晶文社2020年）、グッドコーチになるためのココロエ（培風館

2019年）。論文：The effect of romantic relationships on collegiate 

athletes’ lives with special attention to gender differences

（European Journal of Physical Education and Sport Science 2017

年）。分担執筆：スポーツメンタルトレーニング教本（大修館書店2016年） 

学外での活動 日本スケート連盟（フィギュア）強化サポートスタッフ。日本パラリンピ

ック委員会 競技団体サポートスタッフ。日本スポーツ心理学会資格委員

会委員長。 
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 准教授 

博士（体育科学） 

主な科目 研究法Ⅰ・Ⅱ、身体運動の心理と生理、スポー
ツ総合演習、教養ゼミⅠ・Ⅱ 

現在の専門分野 応用健康科学、生理心理学 

趣味  

学生へのメッセージ 大学での様々な学びを通じて物事を捕らえる視
野を広げ、他者と比較してではなく、自分自身
が納得できる充実した学生生活を過ごして欲し
いと願っています。 

オフィス・アワー 月曜4時限目。個人研究室（80年館621室）で行
います。 

所属学会・団体 日本体育・スポーツ・健康学会、日本体力医学会、American College of 

Sports Medicine、日本測定評価学会など 

略歴（学歴を含む） 2005年に筑波大学大学院博士課程体育科学研究科を修了し、博士号を取

得。筑波大学大学院人間総合科学研究科研究員，千葉工業大学工学部教

育センター助教を経て，2011年本学着任 

業績（著書・論文等） 著書（分担執筆）：転倒関連体力の改善が転倒予防に及ぼす効果（「高齢者

のための転倒予防−転倒の基礎理論から介入実践まで−」、杏林書院、

2012）、全身持久力とエクササイズ（「エクササイズ科学 健康体力つくり

と疾病・介護予防のための基礎と実践」、文光堂、2012）など。論文：個

人の性格特性と減量後の体重維持に関連したセルフエフィカシーとの関

係（体力科学 57：197-206、2008、共著）、就学段階ごとの運動経験が大

学生における把握の調整力に及ぼす影響（体育測定評価研究 18: 35-46、

2018、共著）、外的負荷が肘関節角度調節能力に与える影響（体育学研究 

66：179-189、2021、共著）など。 

学外での活動 日本測定評価学会理事など 
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 専任講師 

博士（文学） 

主な科目 認知心理学，認知心理学特講，心理学基礎実験 

現在の専門分野 知覚心理学，認知心理学 

趣味 ボルダリング，アニメ鑑賞 

学生へのメッセージ 大学生になると，様々な物事を選択する自由が
与えられるのと同時に，その選択に対する責任
を負うことになります。選択できることの自由
と責任を忘れずに，一生の思い出に残るような
学生生活を送ってください。 

オフィス・アワー 木曜日3時限目，個人研究室（富士見坂校舎6F研
究室3）。アポなしでも構いませんが，確実に面
談したい場合は事前にメールでお知らせくださ
い（メール：takeshima@hosei.ac.jp）。 

所属学会・団体 日本基礎心理学会，日本認知心理学会，日本心理学会，Vision Sciences 

Societyなど 

略歴（学歴を含む） 2015年に東北大学大学院文学研究科博士後期課程を修了し，博士号を取

得。その後，文京学院大学人間学部助手，同志社大学心理学部助教を経

て，2022年に本学着任。 

業績（著書・論文等） 著書：「あなたとわたしの心理学――教養として心理学と出会う愉しみ」

（ナカニシヤ出版, 2021年, 分担執筆） 

論文：「時間順序判断における視聴覚間の急速再較正と空間周波数による

処理速度の違いとの関連」（心理学研究, 93, 65–71, 2022年, 単著），「Visual 

field differences in temporal synchrony processing for audio-visual stimuli.」

（PLOS ONE, 16(12), e0261129, 2021年 , 単著），「Rapid recalibration to 

audiovisual asynchrony occurs across the difference in neural processing speed 

based on spatial frequency.」（i-Perception, 11(5), 1–11, 2020年, 単著），「幾何

学図形の種類により変容する視覚的短期記憶容量」（基礎心理学研究, 39, 

10–21, 2020年, 単著），「Emotional information affects fission illusion induced 

by audio-visual interactions.」（Scientific Reports, 10, 1–10, 2020年, 単著）な

ど 

学外での活動 日本認知心理学会編集委員，日本基礎心理学会編集幹事 


